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首
藤
勝
次
竹
田
市
長
（
以
下
、
市
長
）

　

ま
ず
は
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
昨
年
一
年

間
で
、
海
外
公
演
は
ど
れ
ほ
ど
で
し
た
か
。

藤
高
郁
夫
代
表
取
締
役
社
長（
以
下
、藤
高
社
長
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
昨
年
は
、
１

月
か
ら
３
月
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
60
回
公

演
。
ま
た
、
前
か
ら
進
出
を
狙
っ
て
い
た
中

国
の
「
北
京
」「
青
島
」「
武
漢
」
で
33
回
の

公
演
を
し
ま
し
た
。
昨
年
の
一
番
の
目
玉
は
、

初
め
て
の
国
内
２
０
０
回
公
演
で
し
た
。
そ

れ
も
８
割
が
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト（
売
り
切
れ
）。

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
僕
ら
が
昨
年
８

月
に
日
本
テ
レ
ビ
の
「
24
時
間
テ
レ
ビ 

愛
は

地
球
を
救
う
」
に
出
演
し
ま
し
て
、
こ
れ
が

大
当
た
り
。
秋
の
ツ
ア
ー
は
ほ
と
ん
ど
ソ
ー

ル
ド
ア
ウ
ト
で
し
た
。
そ
れ
と
、
演
出
家
に

日
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
第
一
人
者
で
あ
る

宮
本
亜
門
氏
を
迎
え
た
り
だ
と
か
、
世
界
的

な
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ

氏
が
衣
装
を
つ
く
っ
た
り
、
日
本
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
舞
台
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
松
井
る
み
氏
の

３
人
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

全
く
新
し
い
話

題
作
を
創
り
上

げ
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
す

ね
。

市
長　

今
年
の

海
外
ツ
ア
ー
の

予
定
は
？

藤
高
社
長　

今
年
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
久
住
に
戻
る
間
も
な
く
、

東
京
・
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル
公
演
。
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
入
っ
て
、
北
米
ツ
ア
ー
40
回
の

公
演
。
２
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
６
回
公
演
が
待
っ
て
い
ま
す
。
帰

っ
て
く
る
の
は
何
と
、
桜
の
美
し
い
季
節
、

３
月
末
で
す
。

市
長　

ま
さ
に
名
実
と
も
に
世
界
の
「
Ｔ
Ａ

Ｏ
」
と
呼
べ
ま
す
ね

藤
高
社
長　

お
陰
様
で
（
笑
）。
よ
う
や
く
そ

う
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
観
客
動
員
数
は
？

藤
高
社
長　

結
成
し
て
22
年
。
こ
れ
ま
で
に

世
界
22
か
国
、
４
０
０
都
市
を
ま
わ
り
、
観

客
動
員
数
は
６
５
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

僕
ら
が
こ
の
業
界
で
「
歌
モ
ノ
以
外
で
一
番

売
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
の
で
す
が
、
舞
台
で
と
て
も
優
秀
な
方

に
お
力
添
え
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
特
に
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
の
衣

装
を
着
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
観
客
数

は
格
段
に
増
え
ま
し
た
ね
。

市
長　
「
一
流
の
力
に
、
一
流
が
備
わ
る
と
、

ふ
さ
わ
し
い
力
が
授
け
ら
れ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
竹
田
市
の
例
を
と
っ
て
み
る
と
、

持
っ
て
い
る
も
の
（
く
じ
ゅ
う
連
山
、岡
城
跡
、

長
湯
温
泉
等
々
）
に
こ
れ
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト

に
異
な
る
個
性
が
備
わ
っ
て
い
て
、
潜
在
的

な
力
は
一
流
だ
と
思
う
。
た
だ
、
ど
ん
な
一

世
界
の「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」へ 

さ
ら
な
る
飛
躍
！

  
新
春
「
初
夢
」
対
談　

Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振
興
財
団
を
設
立

久
住
高
原
に
本
拠
地
を
置
く
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」（
竹
田
市
国
際
親
善
大
使
）
の
今
年
の
展
望
を
見
据
え
、

藤
高
郁
夫
社
長
と
首
藤
勝
次
市
長
に
よ
る
新
春
「
初
夢
」
対
談
を
紹
介
し
ま
す
。

「
一
流
に
は
一
流
の
力
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

↑常に新たな挑戦を続ける「DRUM TAO」の将来の展望
を語る藤高郁夫社長

株式会社タオ・エンターテイメント
代表取締役社長

藤高郁夫
　　　　　　　　Ikuo Fujitaka

×
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竹田市長

首藤勝次
　　　　　　 　　　   Katsuji Shuto

流
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
私
た

ち
は
も
っ
と
強
く
意
識
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
瀧
廉
太
郎
」
と
「
荒
城
の
月
」

は
結
び
つ
く
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
日
本
人

は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
岡
城
」

と
「
竹
田
市
」、
こ
れ
が
全
然
結
び
つ
い
て
い

な
い
。「
瀧
廉
太
郎
の
荒
城
の
月
は
岡
城
で
す

よ
ね
。
竹
田
と
い
う
ま
ち
で
す
ね
」
と
い
う

話
は
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。
竹
田
と
言
っ

て
出
て
く
る
の
は
、
ま
ず
は
「
竹
田
の
子
守

唄
」。
最
近
は
、「
天
空
の
城
の
竹
田
城
」と
か
。

根
っ
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
の
演
出
が
一
番

大
事
な
の
に
、
そ
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
る

た
め
、
イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り
が
持
て
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
私
た
ち
は
贅
沢
な
の

だ
け
れ
ど
も
、「
Ｔ
Ａ
Ｏ
」
の
本
拠
点
は
幻
想

的
な
魅
力
を
持
つ
「
久
住
高
原
」
に
あ
る
と

い
う
よ
う
に
、
一
緒
に
「
岡
城
」
も
引
き
上

げ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
演
出
が
あ
る
と
嬉
し

い
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
、
昨
年
８
月
に
「
一

般
財
団
法
人

Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振

興
財
団
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら

大
き
く
羽
ば
た

く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

藤
高
社
長　

昨
年
、財
団
の
メ
ン
バ
ー
と
久
々

に
岡
城
に
登
り
ま
し
た
が
、
昔
と
比
べ
て
整

備
が
行
き
届
い
て
、
人
工
物
で
景
観
も
邪
魔

さ
れ
て
い
な
い
し
、
本
当
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
ね
。
み
ん
な
も
感
動
し
て
い
て
、「
登

城
料
３
０
０
円
は
安
い
」
と
い
う
声
も
。
実

は
こ
の
美
し
い
風
景
を
舞
台
の
中
に
取
り
入

れ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
話
も
出
ま
し
た
。
海

外
の
人
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
な
の
に
す
ご
い

高
原
が
あ
っ
て
、
こ
ん
な
城
跡
が
あ
っ
て
み

た
い
な
。
す
ご
く
心
地
の
い
い
篠
笛
の
旋
律

を
吹
い
た
と
し
て
、
そ
こ
に
月
が
出
て
い
て
、

荒
城
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
日
本
的
で
い
い

雰
囲
気
で
す
よ
ね
。
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
財
団
の
み
ん

な
は
と
て
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
よ
。

市
長　

ま
さ
に
、
世
界
で
「
竹
田
」
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

今
秋
は
竹
田
で
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
岡
城
を
舞
台
と
し
た
Ｔ
Ａ

Ｏ
の
イ
ベ
ン
ト
も
ぜ
ひ
期
待
し
た
い
で
す

ね
。

藤
高
社
長　

正
直
言
い
ま
す
と
、
こ
の
20
年

間
は
名
前
を
売
る
こ
と
に
が
む
し
ゃ
ら
で
し

た
。
世
界
に
出
て
行
っ
て
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ

リ
カ
等
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
お
墨
付
き
を

も
ら
っ
て
、
東
京
で
も
日
本
一
の
ホ
ー
ル
で

毎
年
や
っ
て
い
る
と
か
、
よ
う
や
く
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
「
名
前
」
が
売
れ
て
き
て
、
今
は
Ｃ
Ｍ
や

テ
レ
ビ
出
演
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
導
火
線
に
火
が
つ
い
た
よ
う
に
盛

り
上
が
っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
に
、
財
団
や
地
元
竹
田
で
学
校
を
つ

く
れ
ば
、
全
国
の
人
が
「
お
お
ッ
、
Ｔ
Ａ
Ｏ

が
教
え
て
く
れ
る
ん
だ
」
と
な
る
。
新
た
な

太
鼓
文
化
、
日
本
の
文
化
の
掘
り
起
し
に
も

な
る
の
で
す
。

市
長　

そ
の
受
け
皿
は
必
要
で
す
ね
。
ぜ
ひ

ぜ
ひ
、
竹
田
に
学
校
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

藤
高
社
長　

高
校
、
大
学
を
卒
業
し
て
、
何

を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
が
太
鼓
は
好

き
だ
と
い
う
方
が
い
た
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
学
校

で
２
年
勉
強
し
て
、
い
つ
か
地
元
に
帰
っ
て

「
子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
い
」
と
い
う
人
が

い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
と
思
う
。
そ
う
な
れ
ば
、

こ
こ
が
す
べ
て
の
情
報
の
発
信
地
に
な
る
し
、

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

市
長　

竹
田
市
も
文
化
行
政
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
文
化
の
力
は
強
い
と
み
ん
な
気
付
き

始
め
て
い
ま
す
。
世
界
に
通
用
す
る
よ
う
な

影
響
力
が
な
い
と
、
先
細
り
し
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
か
ら
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
学
校
構
想
は
ぜ
ひ

実
現
し
た
い
。
他
の
と
こ
ろ
で
は
真
似
が
で

き
な
い
、
独
創
性
の
あ
る
世
界
で
す
か
ら
。

藤
高
社
長　
「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
」
を

創
り
た
い
で
す
ね
。

市
長　

ま
ず
は
場
所
さ
が
し
を
し
っ
か
り
と

や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
今
年
も
さ

ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤
高
社
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
世
界
に
ひ
と
つ
し
か
な
い
学
校
を
創
り
た
い
」

↑ TAO 最新作「DRUM HEART」で、２月 11 日～
14 日にＮＹ初公演！

×

新春「初夢」対談
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中世山城位置図（竹田の山城マップ）

竹田の山城、全国の舞台へ
      第23回全国山城サミット
　全国の城郭や城下町を有する自治体が情報交換等を通して親睦と交流を深め、山城を
活かした地域の活性化を図るために開催される「山城サミット」（連絡協議会には、平成
27 年 10 月１日現在 90 団体 137 城が加盟）。第 23 回大会が今年 10 月、「竹田市」で開催
されます！
　開催に先立ち今月号は、市内で調査や文献等により確認されている 19 城を紹介します。

①岡城

⑫騎群城

②津賀牟礼城

山城の構造

⑪松牟礼城

⑨田北城
⑩法螺貝城

⑥相ヶ鶴城

⑯笹原目城

⑭小松原城

②津賀牟礼城

⑧山野城

⑦三船城

⑤南山城

⑮菅迫城

⑫騎群城

⑬戸次城⑲鬼ヶ城

①岡城

④高城

⑱下原城
⑰駄原城

③緩木城

今秋

「竹田大会」

開催決定!

曲
く る わ

輪…城を構成する区画（平場）のこと。本丸・
二の丸など。

堀
ほりきり

切…尾根などの自然地と城域のあいだを仕切
るために用いた堀や各曲輪間に掘られた堀のこ
と。山の尾根は容易に進撃できるので、堀切で
進撃を防御。

竪
たてぼり

堀…斜面に沿って掘られた（等高線に対して垂
直に掘って）堀のこと。

畝
うねじょうたてぼりぐん

状竪堀群…竪堀を複数列（3 列以上）を接して
ならべたもの。敵が横に移動するのを防ぎ、堀に
沿って限られた進軍を誘導。

実
は
、
山
城
大
国
だ
っ
た
!?

土塁（どるい）

堀切（ほりきり）

畝状竪堀群
（うねじょうたてぼりぐん） 竪堀（たてぼり）

曲輪（くるわ）
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番号 城　名 所在地 立地と構造 歴　史

１ 岡
おか

　城
じょう 竹田市

大字
竹田

大野川支流の稲葉川と白滝川に挟まれた標高 325 ｍの丘陵
上に曲輪を展開。大友氏の有力家臣である志賀氏（北志賀氏）
の居城とされる。志賀氏時代は、現在の廟所跡を中心とし、
下原門跡が大手門とされていた。その後、中川氏の入部によ
り、本丸、二の丸、三の丸、廟所、西の丸、家老屋敷等の曲
輪が造られ、大手門、下原門、近戸門といった櫓門を配する
近世城郭へと変革がなされた。

志賀氏の本格的な直入郡進出は、直入郷代官職と検断職の職
を得た応安 2 年（1369）以降と考えられ、志賀氏による岡
城の築城も、その頃と考えられている。その後、豊臣秀吉の
命により、文禄 3 年（1594）に入部した中川秀成によって、
志賀氏時代の城の西側への拡張がなされた。入部時に建設さ
れた西側の武家屋敷を寛文 4 年（1664）には３代藩主久清
の隠居所を中心とした再整備がなされた。江戸時代を通じ、
岡城は中川氏の居城であったが、明治７年に城の建物はとり
壊された。

２ 津
つ が む れ じ ょ う

賀牟礼城
竹田市

大字
入田

緒方川と十角川が合流する標高 349 ｍの独立丘陵の尾根上
に曲輪が展開。尾根の曲輪としての成形から大きく 4 つの部
分に分けられるが、これらは、尾根上に切岸や堀切を施して
区分されている。特に、北側の曲輪には平場形成に併せての
堀切の重要性が読み取れる。さらに、最も南側に位置する曲
輪には、その尾根の北面、西面に縦に幾筋状にも近接して施
された畝状竪堀をみることができ、北側の曲輪との防御意識
に差異がみられ、南側の防御意識が高く、高度な技術の導入
が理解される。約 7,500㎡と県下最大の城域を誇る。

津賀牟礼城は、入田氏の居城として知られる。入田氏は大友
氏の加断衆を務める有力家臣であったが、天文 19 年（1550）

「二階崩れの変」で失脚し、所領没収のうえ、戸次鑑連らに
よって追伐される。その後、入田氏は、豊後侵攻を企てた
島津氏を、天正 14 年（1586）、内通により迎え入れている。
この軍事的緊張状態に際して、津賀牟礼城は戸次氏によって、
防御的あるいは実戦的に即した曲輪の改修が行なわれ、その
部分が顕著であるのは南側の曲輪と思われる。

３ 緩
ゆるぎじょう

木城
竹田市

大字
九重野

祖母傾山系の北端部、標高 1,046 ｍの緩木山頂部に立地。非
常に急峻な山頂であることから、全方向に見通しがきく。山
頂部を主郭とし、東側へ伸びていく尾根を平場形成し、曲輪
としている。堀切や竪堀等の遮断施設はみられない。

豊後国志によると、入田氏の城とされる。天文 19 年（1550）「二
階崩れの変」の後、入田郷を追われた入田氏は、復領は叶うが、
本領であった入田郷には入れなかった。このため入田氏は、九
重野及び緩木に拠点を構え、詰城としての緩木城などを築いた。

４ 高
たか

　城
じょう 竹田市

大字
九重野

緩木山より派生する標高 778 ｍの尾根上に立地する。両側
に岩盤が剥き出しになっている尾根を利用し、主郭を最も高
い位置に設け、南東へ延びる尾根上を城域とし、堀切が配さ
れている。

天正 14 年（1586）入田氏の導きによって、豊後侵攻を果た
した島津氏は大友方の佐田氏を攻め、高城、緩木城は島津氏
の軍門に下った。

５ 南
なんざんじょう

山城
竹田市
久住町

大字
白丹

稲葉川上流の標高 608 ｍの尾根上に築城されている。中央部
は、旧状を大きく失っているが、全体の縄張りは復元可能であ
る。平場形成から5つの区域割が考えられ、それぞれに、「勢溜」、

「おねまこと」、「本丸」、「辻の久保」等の地名が残っている。

南志賀氏の居城として知られ、築城には志賀義天による康
応年中（1389 ～ 1390）と志賀重利による元徳 2 年（1330）
との説があるが、康応年中の築城が有力であると考えられて
いる。天正 14 年（1586）島津氏侵攻により落城する。

６ 相
あいがづるじょう

ヶ鶴城
竹田市
久住町

大字白丹

稲葉ダム北壁沿いの丘陵先端標高 495 ｍに立地。北から延び
る尾根筋先端に段状の曲輪を丘陵南先端まで形成している。

南山城の出城として知られている。南山城落城と同時に、そ
の役目を終え、天正 15 年（1587）には破却されている。

７ 三
みふねじょう

船城
竹田市
久住町

大字
仏原

芹川の支流である七里田川によって形成された丘陵先端標高
535 ｍに立地。城は、段状に形成された平場によって構成さ
れている。主郭と思われる平場は、約 100 ｍ四方の正方形
に形成されている。

朽網氏の支城とされている。天正 14 年（1586）山野城開城
とともに、役目を失った。天正 16 年（1588）には斉藤道暦
が朽網郷を領有し、居城としたが、その支配は 2 ～ 3 年間
であったと伝えられている。

８ 山
やまんじょう

野城
竹田市
久住町

大字
仏原

九重連山の黒岳から派生する標高 750 ｍの尾根上に立地。
丘陵の両側は河川による浸食が深く急峻な断崖となってお
り、自然の要害を巧みに利用した城である。北東から南東に
延びる尾根筋は全長 800 ｍに及び、この尾根筋を利用して
曲輪形成され、堀切や竪堀を見ることができる。

建久 7 年（1196）以降、古庄重吉（能）の築城にはじまる
とされている。その後、永禄・天正期の朽網鑑康（宗暦）の時、
南郡 7 家の加勢を受けて、構えを拡大しているようである。
さらに、島津軍の備えとして、鑑康は大手口を固め、河内口、
牧ノ尾口をより掘り切り、空堀に乱杭、逆茂木を設けるなど
の改修を実施している。

９ 田
たきたじょう

北城
竹田市
直入町

大字
下田北

標高 430 ｍの東西に延びる丘陵の先端に立地。周囲は崖で、
丘陵の基部を堀切で遮断している。この堀切と崖で固められ
た区域の南側に主郭が位置し、北側は土塁を駆使して、東西
に長く幅のない段状の曲輪を配している。

麓との比高差がないことから館城と考えられ、田北氏の館と
もいわれている。城に関する記録、史料は不明である。

10 法
ほ ら が い じ ょ う

螺貝城
竹田市
直入町

大字
下田北

芹川ダムを望む標高 408 ｍの丘陵先端に立地する。幅の狭
い 2 つの曲輪で構成され、ともに周囲に土塁が巡っている。

文献、記録がなく不明。

11 松
ま つ む れ じ ょ う

牟礼城
竹田市
直入町

大字
下田北

大分川の支流である城後川と阿蘇野川に挟まれた標高 659 ｍ
の山岳頂上部に立地する。主郭は最も高い位置にあり、幅が
狭く長い曲輪を段状に形成し、その南側に形成される曲輪と
の間に竪堀を設けている。その他、横堀や畝状竪堀が見られる。

田北氏の本城と考えられている。天正 14 年（1586）島津氏
によって攻められ、田北統周の開城による落城とされている
が、難攻な城であったことが知られている。

12 騎
きむれじょう

群城
竹田市

大字
飛田川、

大字会々

岡城の西側約 3.5㎞に位置する標高約 380 ｍの独立丘陵上に
立地。南東から北西へ長く延びた丘陵頂上部に曲輪が展開す
る。曲輪は、平場を中心とする 3 つから構成され、その周囲
には土塁が巡り、曲輪の境や尾根の先端部分には堀切も見ら
れる。

康暦元年（1379）の「志賀親家申状」に騎群城の存在が窺
えることから、康暦元年以前には築城されていたことが理解
される。その後、岡城を本城とした志賀親次の支城とされて
いたようである。さらに、西南戦争時には薩軍の陣地とされ、
官軍と交戦した激戦地である。

13 戸
へつぎじょう

次城
竹田市

大字
片ヶ瀬

岡城の南側、片ヶ瀬に立地するが、現状では遺構等は確認で
きない。

片ヶ瀬戸次氏の居城とされている。天正 14 年（1586）、島
津氏が岡城を攻めた際、拠点としたとされている。

14 小
こまつばらじょう

松原城
竹田市

大字神原
神原川と波木合川に挟まれた丘陵状に立地する。岩山のため、
明確な遺構等は確認されていない。

津賀牟礼城の支城であるとされる。天文 19 年（1550）の「二
階崩れの変」後、入田氏が立て籠もったとされる。

15 菅
すごさこじょう

迫城
竹田市

大字川床
詳細は不明である。 岡城の支城とされている。

16 笹
ささはらめじょう

原目城
竹田市

大字
久保

玉来川北岸に立地するが、詳細は不明である。 岡城の支状とされる。天正 14 年（1586）の島津氏侵攻の際
は、志賀氏の重臣阿南惟秀が守備をし、計略により島津軍を
撃退したとされている。

17 駄
だばるじょう

原城
竹田市

大字戸上、
荻町南河内

滝水川北岸の丘陵に立地する。現状では遺構等が確認されて
おらず、詳細は不明である。

岡城の支状とされる。天正 14 年（1586）の島津氏侵攻の際
は、城代として志賀氏の家臣朝倉一玄が守備をし、島津軍を
撃退している。

18 下
しもばるじょう

原城
竹田市

荻町
新藤

長さ 20 ｍほどの土塁が残されている。本来は土塁と堀を持
った大規模な城郭であったと思われる。

文禄 2 年（1593）の大友氏豊後除国以後に築かれた城郭で
ある。城を築いた人物は、豊臣秀吉より葎原に領地をもらっ
た大友氏旧臣宗像掃部鎮続だと推定される。

19 鬼
おにがじょう

ヶ城
竹田市

大字竹田
岡城から西へ延びる丘陵の先端部に位置する。近世以降武家
屋敷が配され、中世の状況は不明である。

岡城の支城で、天正 14 年（1586）の島津氏侵攻の折、志賀
氏が立て籠もったとされる。

●竹田の「中世城郭部一覧」
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古ふ
る

田た

織お
り

部べ

の
血
は

岡
藩（
竹
田
市
）で
つ
な
が
っ
た
‼

織
部
の
古
里　
本
巣
市
か
ら
淡う
す
ず
み
ざ
く
ら

墨
桜

　

11
月
28
日
、
岡
藩
主
中
川
家
と
深
い
関
係

の
あ
る
武
将
茶
人
・
古
田
織
部
の
没
後
４
０

０
年
と
、
竹
田
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、

織
部
の
生
誕
地
で
あ
る
岐
阜
県
本
巣
市
か
ら

樹
齢
１
５
０
０
年
余
と
い
わ
れ
る
「
淡
墨
桜
」

の
苗
木
９
本
が
竹
田
市
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
式
の
会
場
と
な
っ
た
市
内
殿
町
の
古

田
家
中
庭
に
は
、
本
巣
市
の
藤
原
市
長
ほ
か

関
係
者
や
地
域
の
自
治
会
関
係
者
等
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
「
古
田
織
部
も
眺
め
た
で
あ

ろ
う
、
淡
墨
桜
の
〝
分
身
〟
を
古
田
一
族
の

末
裔
が
今
も
生
き
る
こ
の
竹
田
で
植
樹
が
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
」、
藤
原
勉
本

巣
市
長
は
「
巡
り
合
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

の
縁
を
き
っ
か
け
に
、
市
民
交
流
へ
の
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
古
田
一
族
ゆ
か
り
の
場
所
や

市
内
各
地
域
で
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
へ
う
げ
も
の
」
を
読
み
解
く

　

午
後
か
ら
は
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、
第
９
回
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー
講

演
会
「
古
田
織
部
没
後
４
０
０
年
『
へ
う
げ

も
の
』
を
読
み
解
く
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
古
田
織
部
美
術
館
（
京
都
市
）
の
宮

下
玄
覇
館
長
と
、
テ
レ
ビ
番
組
「
開
運
！
な

ん
で
も
鑑
定
団
」
で
も
お
な
じ
み
の
愛
知
東

邦
大
学
の
増
田
孝
教
授
を
迎
え
ま
し
た
。 

　

宮
下
館
長
は
持
参
し
た
豊
後
古
田
家
か
ら

伝
わ
っ
た
織
部
の
茶
道
具
や
利
休
の
軸
等
を

会
場
に
展
示
。「
古
田
織
部
の
実
像
と
豊
後
古

田
家
」
を
テ
ー
マ
に
、「
豊
後
古
田
家
に
つ
い

て
」
や
「
織
部
好
み
の
茶
道
具
を
特
長
」
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。「
織
部
の
茶
道

具
を
一
時
的
に
里
帰
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
い
。
今
後
、
織
部
流
茶
の
湯
が
こ
の

地
で
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
」

と
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

増
田
教
授
は
織
部
直
筆
の
書
を
持
参
、「
古

田
織
部
の
書
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
「
書
は〝
人
〟
な
り
」
と
前
置
き
し
、

書
の
中
で
も
特
に
個
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
「
手
紙
」
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
織

部
が
書
い
た
文
面
か
ら
窺
え
る
「
味
わ
い
の

あ
る
書
き
方
は
織
部
の
持
つ
魅
力
」
と
講
じ

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
参
加
者
は
、
持
参

し
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
品
々
を
見
て
、
講

演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

↑宮下館長は持参した、豊後古田家から伝わった 
　織部の茶道具や利休の軸等を会場に展示

　
一
昨
年
、「
嚶お
う
め
い鳴

協
議
会
・
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
参
加
自
治
体
の
ひ
と
つ
、
愛
知
県
東
海

市
の
鈴
木
淳
雄
市
長
に
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
11
月
岐
阜
県
本
巣
市
か
ら
樹
齢

１
５
０
０
年
の
「
薄
墨
桜
」
の
苗
木
が
本
市
に
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
本
巣
市
は
武
将
茶
人
・
古
田
織
部
の
出
身
地
。
さ
ら
に
、
岡
藩
主
中
川
家
と
、

古
田
織
部
と
の
関
係
は
、
岡
藩
太
祖
の
中
川
清
秀
の
妹
・
せ
ん
が
織
部
に
嫁
い
だ
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
、
ま
た
４
０
０
年
の
時
を
超
え
て
、
織
部
も
眺
め
た
で
あ
ろ
う
桜

の
花
が
こ
の
地
で
咲
く
日
を
夢
見
て
…

↑「
淡
墨
桜
」を
植
樹
す
る
本
巣
市
の
藤
原
市
長（
写
真
右
）と
首
藤
市
長

↑織部の末裔、植木・古田家に植樹
　される薄墨桜

　　　　　　　　　　　　　　  →
講演をする愛知東邦大学の増田孝
教授（写真左）、古田織部美術館の
宮下玄覇館長（写真右）、熱心に話
を聞く参加者のみなさん（写真下）
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平
成
19
年
６
月
以
降
、
竹
田
市

は
大
分
県
内
で
唯
一
、二
次
救
急
医

療
機
関
が
存
在
し
て
い
な
い
地
域
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
念
願
で
あ
っ
た
二
次
救

急
医
療
が
、
竹
田
医
師
会
病
院
、
大

久
保
病
院
が
連
携
し
て
４
月
か
ら
再

開
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
二
次
救
急
医
療
体
制
の
構

築
に
向
け
て
、
両
病
院
と
竹
田
市
消

防
本
部
の
間
で
運
用
開
始
に
向
け
、

救
急
出
動
時
の
救
急
隊
が
医
師
か
ら

の
指
示
に
よ
り
救
急
処
置
を
行
う
な

ど
医
師
と
の
連
絡
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
や
、
両

病
院
の
当
直
医
、
空
き
ベ
ッ
ド
の
状

況
等
の
情
報
を
共
有
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
構
築
な
ど
精
力
的
に
協
議
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

竹
田
・
荻
地
域
を
主
と
し
て
竹
田

医
師
会
病
院
が
、
久
住
・
直
入
地
域

を
主
と
し
て
大
久
保
病
院
が
担
当
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
直
医

の
専
門
診
療
科
に
よ
っ
て
は
地
域
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
救
急
患
者
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

両
病
院
で
は
勤
務
医
、医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
尽
力
し
つ
つ
、
施
設
・

設
備
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
に

つ
い
て
は
、
大
分
大
学
医
学
部
付
属

病
院
を
は
じ
め
、
大
分
市
内
の
高
次

医
療
機
関
に
迅
速
に
搬
送
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
竹
田

医
師
会
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
＊
）の
出
動

に
よ
り
医
師
が
直
接
現
場
に
駆
け
つ

け
る
シ
ス
テ
ム
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
救
急
時
に
対
応
す

る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
関
係
医
療
機
関
と
竹
田
消
防
本
部

が
協
力
し
、
救
急
医
療
を
受
診
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
市
内
に
耳
鼻
咽

喉
科
の
医
院
が
開
業
予
定
で
す
。
大

分
県
の
助
成
を
活
用
し
診
療
開
始
に

向
け
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
は
竹
田
市
内
で
専
門

医
の
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

＊
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
…
災
害
現
場
に
派
遣
さ
れ
る

医
療
チ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。

  
４
月
か
ら
竹
田
市
の
医
療
体
制
が
充
実
し
ま
す

連
携
で
救
急
患
者
の
受
入
体
制
へ

  

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
診
査
は
受
け
ま
し
た
か
？

竹
田
医
師
会
病
院

大
久
保
病
院

←４月に向けて両病
　院の現状報告が行
　われた「竹田医療
　圏二次救急意見交
　換会」
　（11.25　市本庁舎）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
診
券
の
有
効
期
限
は

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

す
で
に
生
活
習
慣
病
等
の
治
療

を
定
期
的
に
さ
れ
て
い
る
方
や
、
本

年
度
特
定
健
診
ま
た
は
そ
れ
に
相
当

す
る
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
必

ず
し
も
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

健
康
診
査
受
診
券
と
後
期
高
齢

　

者
医
療
被
保
険
者
証

●
お
問
い
合
せ　

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

１
７
７

　
１
（
代
表
）

　

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢

　

者
医
療
係　
☎
63‒

１
１
１
１（
内

　

線
１
７
８・１
７
９
）

  

竹
田
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
診
日
、の
こ
り
あ
と
わ
ず
か
！

早
め
の
受
診
を

　

竹
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
予
防

と
若
い
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
、　

無
料
で
健
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
健
診
を
受
診
で
き
る

期
限
は
平
成
28
年
２
月
29
日
ま
で
で

す
。

　

今
年
度
ま
だ
受
診
を
し
て
い
な
い

方
は
、
早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
健
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
も
の

　

特
定
健
診
受
診
券
と
保
険
者
証

　
※
特
定
健
診
受
診
券
を
紛
失
さ
れ

　
　

た
方
は
再
発
行
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢

　

者
医
療
係　 

☎
63‒

１
１
１
１（
内

　

線
１
７
８・１
７
９
）

健　康
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未来の鍵を握る「住宅政策」
若者の定住、子育て世代の移住・定住に拍車をかける「住宅施策」の現状についてお知らせいたします。

 竹田市地方創生ＴＯＰ総合戦略

■
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

　

竹
田
市
地
方
創
生
Ｔ
Ｏ
Ｐ
推
進

会
議
を
開
催
す
る
中
で
最
も
多
か

っ
た
意
見
が
、
住
宅
環
境
の
整
備

で
し
た
。
総
合
戦
略
で
は
、
人
口

の
減
少
率
を
抑
え
、
本
市
に
少
し

で
も
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
と
同

時
に
現
在
住
ん
で
い
る
市
民
を
と

ど
め
る
施
策
を
並
行
し
て
進
め
、

本
市
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
若
者
の
定
住
、
子
育

て
世
代
の
移
住
定
住
を
目
指
し
た

本
市
の
住
宅
施
策
の
現
状
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
移
住
定
住
」・「
既

住
定
住
」・「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
ティ
」

①
若
者
定
住
促
進
住
宅
「
君
ヶ
園
ハ

イ
ツ
」（
種
別
：
集
合
住
宅
）

　

竹
田
市
君
ヶ
園
の
九
州
電
力
株

式
会
社
の
旧
社
員
寮
を
平
成
25
年

度
に
市
が
買
い
取
り
、
若
者
定
住

促
進
住
宅
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

良
好
な
居
住
環
境
を
備
え
、
比
較

的
家
賃
の
安
い
賃
貸
住
宅
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
竹
田
市
内
に
住
ん

で
い
る
若
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
市
内
で
働
い
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
隣
町
か
ら
通
勤
せ
ざ

る
を
得
な
い
若
者
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
改
修
し
ま
し
た
。
40

歳
以
下
の
若
い
世
代
が
入
居
で
き

る
単
身
用
18
戸
と
年
齢
制
限
の
な

い
世
帯
用
２
戸
を
準
備
い
た
し
ま

し
た
。
既
に
内
覧
会
を
終
了
し
、

今
月
１
月
29
日
㈮
ま
で
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

②
直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
（
種
別
：
戸
建
住
宅
）

　

直
入
地
区
の
定
住
、
活
性
化
を

目
指
し
、
平
成
19
年
度
か
ら
ス
カ

イ
ビ
ュ
ー
団
地
と
し
て
建
設
用
地

11
区
画
を
造
成
し
、
平
成
26
年
度

ま
で
に
木
造
平
屋
建
て
を
６
戸
建

設
し
て
い
ま
す
。
現
在
木
造
平
屋

建
て
２
戸
を
建
設
中
で
、
３
月
末

に
は
入
居
で
き
る
予
定
で
す
。
平

成
28
年
度
に
つ
い
て
も
残
り
の
敷

地
３
区
画
に
木
造
平
屋
建
て
住
宅

３
戸
を
建
築
す
る
予
定
で
す
。
直

入
地
区
は
、
大
分
市
等
へ
も
近
い

こ
と
か
ら
子
育
て
世
帯
の
移
住
も

視
野
に
整
備
い
た
し
ま
す
。

③
旧
荻
支
所
周
辺
跡
地
住
宅
整
備

構
想
（
種
別
：
集
合
住
宅
）

　

荻
支
所
周
辺
は
、
公
共
施
設
を

は
じ
め
と
し
て
荻
駅
を
中
心
に
、

非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
荻
支
所
跡

地
に
つ
い
て
は
、
荻
地
域
の
拠
点

施
設
と
し
て
地
域
の
求
め
ら
れ
る

も
の
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
視
点
に
立
ち
、

旧
支
所
一
帯
の
利
活
用
を
図
る
こ

と
と
し
ま
す
が
、
旧
荻
支
所
跡
地

利
用
検
討
委
員
会
で
の
議
論
ま
た
、

昨
年
７
月
に
実
施
し
た
住
宅
ニ
ー

ズ
調
査
か
ら
若
者
向
け
の
住
宅
建

設
が
必
要
と
い
う
意
見
が
大
変
多

か
っ
た
た
め
、
旧
支
所
周
辺
の
全

体
的
な
構
想
検
討
よ
り
も
先
に
、

住
宅
建
設
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

竹
田
市
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
、
中
心
部

跡
地
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
地
域

に
つ
い
て
も
「
小
さ
な
拠
点
」
と

し
て
整
備
し
、
中
心
市
街
地
再
生

と
定
住
人
口
の
確
保
を
並
行
し
て

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
、
み
ら

い
館
跡
地
を
１
号
用
地
と
し
、
10

戸
程
度
の
集
合
住
宅
を
考
え
て
い

ま
す
。
建
設
方
法
と
し
て
は
、
直

営
の
市
営
住
宅
で
は
な
く
、
民
間

活
力
を
導
入
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
１
）

や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※
２
）
を
用
い
、
財

政
負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
手
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
荻

支
所
２
号
用
地
に
つ
い
て
は
、
今

年
早
々
に
解
体
撤
去
し
、
全
体
構

想
と
併
せ
て
利
活
用
を
検
討
し
ま

す
。

④
農
村
回
帰
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
旧
竹
田

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
造
成
工
事
（
種
別
：

住
宅
地
造
成
）

　

中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
の

竹
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

開
通
を
見
越
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
へ
の
好
ア
ク
セ
ス
の
立
地
に

あ
る
旧
竹
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
若
い
世
代
の
市
民
の
定
住
と

↑建設中の直入スカイビュー団地（27 年 12 月現在）

↑旧荻支所周辺跡地（27 年 12 月現在）
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市
外
か
ら
の
田
舎
暮
ら
し
ニ
ー
ズ

を
持
つ
子
育
て
世
代
の
移
住
推
進

を
目
指
し
た
宅
地
造
成
を
行
い
ま

す
。
１
区
画
の
面
積
を
２
０
０

㎡
（
60
坪
）
か
ら
３
０
０
㎡
（
90

坪
）
ま
で
の
中
で
選
択
で
き
る
よ

う
に
数
種
類
の
区
画
と
し
て
、
全

体
で
40
区
画
程
度
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
販
売
価
格
は
、
中
九
州
・

地
域
高
規
格
道
路
の
残
土
活
用
で

経
費
を
抑
え
な
が
ら
市
の
後
年
度

負
担
も
考
慮
し
た
適
正
な
販
売
価

格
を
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
販

売
に
関
し
て
は
、
区
画
の
配
置
が

決
ま
り
次
第
造
成
工
事
と
並
行
し

て
、
少
な
く
と
も
中
九
州
・
地
域

高
規
格
道
路
の
開
通
ま
で
に
は
予

約
販
売
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

⑤
久
住
・
旧
水
稲
試
験
地
跡
地（
種
別：

住
宅
地
造
成
）

　

北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
を
望
み
、
中

九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
竹
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
も
さ
ほ
ど

遠
く
な
い
久
住
地
区
の
旧
大
分
県

水
稲
試
験
地
跡
地
２
万
１
９
９
０

㎡
を
昨
年
３
月
末
に
大
分
県
よ
り

購
入
。
こ
の
う
ち
、
約
４
２
０
０

㎡
を
移
住
定
住
、
既
住
定
住
の
促

進
を
目
的
と
し
た
分
譲
住
宅
地
と

し
て
造
成
し
ま
す
。
国
土
交
通
省

が
昨
年
11
月
か
ら
中
九
州
・
地
域

高
規
格
道
路
の
残
土
を
搬
入
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
３
月
末
ま
で
に

は
残
土
の
搬
入
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
分
譲
区
画
は
13

戸
分
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

⑥
久
住
・
旧
新
町
住
宅
跡
地
（
種
別
：

住
宅
用
地
販
売
）

　

久
住
地
域
の
中
心
部
は
、
久
住

高
原
の
近
く
に
形
成
さ
れ
た
農
村

集
落
の
中
心
と
な
る
住
宅
地
域
で

あ
り
国
道
４
４
２
号
バ
イ
パ
ス
が

開
通
し
た
こ
と
で
集
落
内
の
通
過

交
通
量
が
減
少
し
、
旧
国
道
沿
い

の
商
店
街
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

産
業
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
県
道
庄
内
久
住
線

バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
産
業
の
活
性
化
及
び
久

住
地
区
の
再
生
を
図
る
契
機
と
と

ら
え
て
、
平
成
25
年
８
月
か
ら
久

住
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
道
庄
内
久

住
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
る
移

転
家
屋
の
代
替
地
確
保
を
最
優
先

と
し
、
併
せ
て
移
住
定
住
・
既
住

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
バ
イ
パ

ス
沿
い
の
旧
新
町
住
宅
跡
地
を
住

宅
用
地
と
し
て
販
売
す
る
予
定
で

す
。
旧
新
町
住
宅
跡
地
の
面
積
は

約
５
７
０
０
㎡
、
菜
園
付
の
戸
建

て
住
宅
が
10
戸
程
度
建
て
ら
れ
る

広
さ
が
あ
り
ま
す
。

【
用
語
解
説
】

※
１
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）…
公
共
施
設
の
建
設
、
維
持
管

理
、
運
営
等
に
民
間
の
資
金
や
経

営
能
力
、
技
術
的
能
力
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
同
一
水
準
の
サ
ー
ビ

ス
を
よ
り
安
く
、
ま
た
は
、
同
一

価
格
で
よ
り
上
質
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
手
法
。

※
２
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
）…
官
と
民
が
連
携
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
と
い
う

目
的
を
持
っ
た
仕
組
み
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
公
民
連
携
）と
呼
ぶ
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
代
表
的
な
手
法
で
あ
る
。

①君ケ園ハイツ
　募 集 戸 数　単身用 18 戸・世帯用２戸
　間取・家賃　１階　世帯用２戸　南側 2 ＬＤＫ（38,000 円）・
　　　　　　　北側 3 ＬＤＫ（32,000 円）◎共益費込
　　　　　　　２階　単身用（女性のみ）６戸（１Ｋ　バスとトイ
　　　　　　　レは別）
　　　　　　　３階及び４階　単身用６戸（１Ｋ　ユニットバス
　　　　　　　方式）
　　　　　　　※２階～４階までの単身者用の家賃は、18,500 円
　　　　　　　（共益費込）
　　　　　　　※年齢要件：単身用は、40 歳以下の独身者に限り
　　　　　　　ます。
　入居者募集期間　平成 28 年１月 29 日㈮まで

②子育て定住促進住宅（城原地区）
　所　在　地　竹田市大字米納 1055 番地１
　募 集 世 帯　城原住宅Ｂ棟　１世帯
　住宅の構造・間取　木造２階・戸建・３ＬＤＫ
　入 居 資 格　ア）入居申込時において、竹田市外に居住している者
　　　　　　　イ）入居申込時において、同居の子に小学生以下の
　　　　　　　　　子がいること
　入居できる期間　子育て住宅に入居できる期間は、中学生以下の
　　　　　　　　子と同居している間。ただし、同居の子がこの住
　　　　　　　　宅から高等学校へ通学する場合は、高等学校在学
　　　　　　　　中に限り入居を延長することができます。
　家賃及び敷金　子育て住宅の家賃は、48,000 円／月を基準とし
　　　　　　　　て、同居の家族構成などにより家賃額から一定金
　　　　　　　　額を控除します。ただし、控除額の上限を 45,000
　　　　　　　　円とします。
　　　　　　　ア）基準額　家賃　48,000 円／月
　　　　　　　イ）控除項目及び金額
　　　　　　　・同居の小学生が１人のとき、20,000 円控除
　　　　　　　・同居の小学生が２人のとき、30,000 円控除
　　　　　　　・同居の小学生が３人以上のとき、40,000 円控除
　　　　　　　・同居の小学生未満の子１人につき、5,000 円控除
　　　　　　　ウ）敷金　96,000 円（基準家賃の２か月分）
　入居者募集期間　平成 28 年１月 29 日㈮まで
●お問い合せ　竹田市企画情報課　農村回帰推進室　☎ 63-1111　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線 224・225）

入居者募集のお知らせ

↑農村回帰ニュータウン造成地 [ 旧竹田中グラウンド ]
（27 年 12 月現在）

↑旧水稲試験地跡地 [ 久住地区 ]（27 年 12 月現在）

未来の鍵を握る「住宅政策」 
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祖
母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
申
請
書
概
要
審
査
が
終
了
！

い
の
ち
の
営
み
を

次
世
代
へ

【写真】 
①「祖母に生息する不思議な魚：イワ
メ」講師・近藤卓哉氏（西日本技術開
発㈱）、 ②「遺伝子から見たメンノツラ
谷のイワメとアマゴ」講師・北西滋氏

（岐阜大学） 、③「九州山地におけるニ
ホンカモシカの生息状況と課題」講師・
岩本俊孝氏（宮崎県祖母傾ユネスコパー
ク推進協議会会長） ④「天然記念物の
保存と活用」講師・江戸謙顕氏（文化
庁文化財部記念物課　文化財調査官）

―
自
然
へ
の　

　

畏
敬
を
こ
め
て
―

↑熱心に話を聞く参加者のみなさん

①

③

②

④

↑長年植物の研究調査を続ける阿孫
久見さんの著書「祖母の自然」が出版
された。貴重な植物を厳選して掲載。
問竹田市企画情報課　☎ 63-4801

　

現
在
、
大
分
と
宮
崎
両
県
で
は
祖

母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
登
録

に
向
け
て
申
請
項
目
に
つ
い
て
ま
と

め
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年

11
月
に
は
、
申
請
書
概
要
が
国
内
委

員
会
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
分
科
会
の
審
査
を

受
け
て
、
平
成
28
年
の
ユ
ネ
ス
コ
へ

の
申
請
に
向
け
準
備
を
進
め
る
べ
き

と
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

申
請
書
和
文
作
成
、
確
認
、
修
正
が

繰
り
返
さ
れ
た
後
、
申
請
書
英
文
を

作
成
し
て
資
料
と
と
も
に
提
出
。
国

内
委
員
会
Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
分
科
会
で
推

薦
が
決
定
さ
れ
る
と
ユ
ネ
ス
コ
本
部

へ
の
登
録
推
薦
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
登
録
申
請
の
意
思

表
明
を
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
の

は
、
祖
母
傾
以
外
に
木
曽
（
長
野
県

木
曽
町
ほ
か
）、み
な
か
み（
群
馬
県

み
な
か
み
町
）
の
3
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。竹
田
市
と
し
て
は
、Ｂ
Ｒ
国

際
諮
問
委
員
会
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
る
ま
で
の
間
、
登
録
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
先
行
し
て
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
＊

　

昨
年
12
月
12
日
に
は
、「
祖
母
傾

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

祖
母
傾
山
系
は
、
そ
の
急
峻
な
山

岳
地
形
を
呈
し
原
生
的
な
自
然
林
が

比
較
的
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
残
さ
れ

た
、
国
内
で
も
極
め
て
数
少
な
い
地

域
の
一
つ
で
す
。
原
生
的
な
自
然
林

は
多
く
の
希
少
生
物
の
生
育
・
生
息

の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
は
、

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
日
本
最
南
端
の

生
息
地
で
あ
り
、
世
界
に
唯
一
の
イ

ワ
メ
単
独
の
生
息
地
と
し
て
貴
重
な

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
会
の

参
加
者
は
、
あ
ら
た
め
て
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
が
魅
力
あ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
出
版
し
、
会
場

の
参
加
者
に
特
別
に
配
布
さ
れ
た『
祖

母
の
自
然
～
植
物
編
～
』は
、長
年
に

わ
た
り
祖
母
山
を
踏
査
さ
れ
、
広
報

た
け
た
の
「
郷
土
の
植
物
」
コ
ー
ナ
ー

で
も
連
載
中
で
あ
る
阿
孫
久
見
さ
ん

の
植
物
の
調
査
研
究
の
成
果
の
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
動
植
物
が
生

息
し
て
い
る
森
林
生
態
系
を
保
護
・

保
全
だ
け
で
な
く
、
自
然
と
調
和
し

た
地
域
社
会
が
発
展
す
る
た
め
に

は
、
地
域
の
自
然
を
知
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
続
け
る
予
定
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
岡
藩
で
は
、
大
規
模

な
灌
漑
水
利
事
業
に
着
手
し
、水
路
、

ダ
ム
、円
形
分
水
、石
橋
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
山
間
部
の
田
畑
に
安
定
的
な

農
業
用
水
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、過
疎・高
齢
化
の

進
む
今
も
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
維

持
管
理
が
行
わ
れ
、
美
し
い
田
園
風

景
と
相
ま
っ
て
観
光
資
源
と
し
て
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク
の
周
辺
地
域

に
は
、
自
然
の
恵
み
の
恩
恵
を
受
け
、

「
暮
ら
し
」
そ
れ
ら
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
祭
礼
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
神
楽
、

獅
子
舞
、
白
熊
等
の
民
俗
芸
能
は
、

地
域
を
代
表
す
る
文
化
遺
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
祖
母
傾
山
系
の
貴
重
な
原

生
林
、
希
少
な
動
植
物
な
ど
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
振
興

を
目
的
と
し
、
宮
崎
県
の
延
岡
市
、

高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
大
分
県
の

佐
伯
市
、
豊
後
大
野
市
、
竹
田
市
が

連
携
し
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

申
請
・
登
録
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
祖
母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
内
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

共
通
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
個
々
の
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
や
高
付
加
価

値
化
、
販
路
開
拓
、
地
域
の
豊
か
な

自
然
や
文
化
を
活
用
し
た
広
域
観

光
ル
ー
ト
や
受
入
体
制
づ
く
り
、
一

体
的
な
情
報
発
信
等
の
地
域
磨
き
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
（M

AB

：「M
an and Biosphere

」）
人
間

　

と
生
物
圏
」

※
（BR

：「Biosphere Reserves

」）
生
物
圏

　

保
存
地
域
」

イワメ

ニホンカモシカ

エコミュージアム
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平
成
28
年
１
月
よ
り
、
市
役
所
で

行
う
次
の
よ
う
な
手
続
き
で
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
「
本
人
と
確
認

で
き
る
書
類
」に
加
え
て
、通
知
カ
ー

ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
は
、
委
任
し
た
方
の
通
知

カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
ま
た

は
そ
の
写
し
が
必
要
で
す
。

（
※
手
続
き
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
必
要
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
　
　
　
　
　

○
住
民
異
動
の
手
続
き

　

住
民
異
動
の
届
出
の
際
、
通
知
カ

　

ー
ド
も
し
く
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

の
記
載
事
項
変
更
の
た
め
、
カ
ー

　

ド
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
医
療
保
険
、
介
護
、
福
祉
、
子
育

　
て
な
ど
の
分
野
の
手
続
き

　

国
保
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

　

療
関
係
介
護
保
険
・
障
が
い
者
福

　

祉
、
生
活
保
護
、
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
関
係
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養

　

手
当
関
係
（
認
定
請
求
）、
保
育

　

所
等
の
入
所
申
込
み
、
母
子
健
康

　

手
帳
の
交
付
申
請
な
ど

○
税
務
関
係
の
手
続
き

　

各
税
の
減
免
申
請
、
法
人
市
民
税

　

の
申
告
（
平
成
28
年
１
月
１
日
以

　

降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る

　

申
告
）、
入
湯
税
の
申
告
、
償
却

　

資
産
に
関
す
る
申
告
、
相
続
人
代

　

表
者
指
定
届
、納
税
管
理
人
設
定・

　

変
更
申
告
書
な
ど

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
総
務
課
行

　

政
係　
☎
63-

４
８
０
０

◎
償
却
資
産
の
申
告

　

償
却
資
産
「
土
地
及
び
家
屋
以

外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
ま

た
は
減
価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま
た

は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得
の

計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の

取
得
価
額
が
少
額
で
あ
る
資
産
そ
の

他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
以
外
の
も

の
」
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ

  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

今
月
か
ら
申
請
や
届
出
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

教えて？マイナンバー！
通知カードとは？
　通知カードとは住民のひとりひとりに個
人番号を通知するものです。個人番号を
証明するための手段となりますので、大切
に保管してください。

個人番号カードとは？
　個人番号カードはマイナンバー（個人
番号）が記載された顔写真付のカードです。
身分証明書として利用できるほか、e-Tax
等の電子証明書を利用した電子申請など、
さまざまなサービスにご利用いただけま
す。

通知カードと個人番号カードの違いは？
　どちらも行政機関で個人番号が必要な
手続きで使いますが、通知カードの場合
は、別途本人確認のための書類が必要で
す。（運転免許証やパスポートなど）
　個人番号カードがあれば、それだけで個
人番号の確認と本人確認がで
きますので、運転免許証など
の提示は必要ありません。
　個人番号カードは通知カー
ドと引き換えに交付いたしま
す。

  

税　
金

平
成
28
年
度

「
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）」

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

提出書類
　平成 28 年度償却資産申告書（１部）
　平成 28 年度種類別明細書（１部）
提出期限　平成 28 年２月１日㈪
提 出 先　竹田市役所　税務課資産係

い
て
、
そ
の
名
称・数
量・取
得
年
月・

取
得
価
額
・
耐
用
年
数
等
を
申
告
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
次
の
と

お
り
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
申
告
書
受
理
後
、
地
方
税

法
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
・
簡
易
調

査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
の
申
告
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

償
却
資
産
申
告
書
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
税
務
課
資

産
係　

☎
63‒

１
１
１
１　
（
内
線

１
２
４
）

マイナンバーの申請はお済みですか
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12
月
８
日
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
や
、
移
動
手
段
が
な
く

地
元
の
温
泉
を
利
用
で
き
な
い
高
齢

者
な
ど
を
対
象
に
、
送
迎
付
き
の
憩

い
の
場
を
提
供
し
ょ
う
と
「
よ
り
あ

い
温
泉
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

竹
田
北
部
「
双
城
」
と
、
宮
城
地
区

の
「
宮
城
温
泉 

出
会
い
の
湯
」（
宮

城
温
泉
管
理
組
合
）
が
協
働
で
大
分

県
の
く
ら
し
の
和
づ
く
り
事
業
（
地

域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援

す
る
事
業
）
を
活
用
し
、
実
証
期
間

と
し
て
12
月
８
日
か
ら
来
年
３
月
８

日
ま
で
の
３
か
月
間
行
わ
れ
ま
す
。  

　

寄
り
合
い
場
で
は
、
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
ゆ

っ
く
り
温
泉
に
入
る
な
ど
、
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
日
、
約
20
人
が
参
加
。
城
原

地
区
か
ら
送
迎
車
を
利
用
し
て
訪
れ

た
男
性
は
「
久
し
ぶ
り
の
温
泉
で
気

持
ち
が
い
い
な
あ
」
と
、
笑
顔
で
湯

船
に
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

宮
城
温
泉
管
理
組
合
の
菅
恵
次

会
長
（
宮
城
地
区
自
治
会
長
会
会

長
）
は 「
多
く
の
高
齢
者
に
利
用
し

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
宮
城
地
区
と
城
原
地
区
の

方
を
対
象
。
開
催
日
は
毎
週
火
曜
、
木

曜
、
土
曜
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
。
参

加
料
３
０
０
円
。
送
迎
希
望
者
は
申
込

み
が
必
要
で
す
。
宮
城
温
泉
出
会
い
の

湯
（
☎
66-

３
０
０
０
）
ま
で
。

豊
和
銀
行
と
「
地
方
創
生

に
係
る
包
括
的
連
携
協

力
協
定
」
を
締
結

　

竹
田
市
と
株
式
会
社
豊
和
銀
行
の

「
地
方
創
生
に
係
る
包
括
的
連
携
協

力
協
定
書
」
調
印
式
が
12
月
９
日
、

市
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
豊
和
銀
行
の
権
藤
淳

取
締
役
頭
取
は
「
竹
田
の
ま
ち
に
、

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

　

豊
和
銀
行
と
県
内
の
自
治
体
と

の
連
携
協
定
締
結
は
「
宇
佐
」「
大

分
」「
中
津
」「
九
重
」「
別
府
」
に

続
き
６
か
所
め
。
移
住
者
や
起
業

を
志
す
方
な
ど
に
向
け
た
「
空
き

家
の
解
体
ロ
ー
ン
」「
空
き
家
の
活

用
ロ
ー
ン
」
な
ど
の
金
融
商
品
を

今
年
７
月
か
ら
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
地
域
発
展
に
向
け
た
産

業
の
創
出
、
多
様
な
共
創
を
も
た

ら
す
人
材
育
成
・
人
材
交
流
及
び

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
相
互
の

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

「宮城温泉 出会いの湯」で

「よりあい温泉」始まりました！

　

12
月
12
日
、
第
42
回
竹
田
市
少
年

少
女
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を

発
着
点
と
す
る
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

数
か
月
前
に
戻
っ
た
よ
う
な
暖
か

い
気
温
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
は

力
強
い
走
り
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 ↑栄誉ある母子保健奨励賞を受賞した吉田係長

↑調印書に署名する権藤頭取と首藤市長

竹田市の保健師が
「第37回母子保健奨励賞」
　母子保健の発展に尽くされた方を表彰す
る「第37回母子保健奨励賞」が発表され、
県内から竹田市役所保険健康課健康増進
係長の吉田まり子さんが受賞しました。
　吉田さんは平成３年に入職。長きにわた
り、母子保健に関わる多くの団体を支援。ま
た、愛育保健推進員活動等にも力を注ぎ、
母と子の健全育成のためにご精励いただき
ました。
　「光栄です。地域の方や同僚ほか、みん
なでいただいた賞です」
　竹田市（旧３町含む）の保健師からは、
平成16年度（第26回）に木部眞里子さん、
平成 22年度（第 32回）に渡邊由美子さ
んの受賞に続いて、今回で３人目。これか
らも地域のみなさんとともに、母子保健の向
上に努めてまいります。

少年少女が未来に向かって走る！

まちの話題
T O W N  T O P I C S
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故
郷
懐
か
し
く

「
関
西
久
住
人
会
」開
催

　

11
月
８
日
、「
第
26
回
関
西
久
住

人
会
総
会
」
が
尼
崎
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
大
分
県
大
阪
事
務
所

長
を
は
じ
め
、
関
西
大
分
県
人
会
・

兵
庫
大
分
県
人
会
・
豊
後
竹
田
会
な

ど
の
代
表
を
招
き
、
故
郷
の
近
況
を

報
告
す
る
ビ
デ
オ
上
映
や
芸
能
一
団

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
抽
選
会
な
ど
が
催
さ
れ
、

参
加
者
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

神
戸
市
か
ら
参
加
し
た
井
野
ヤ

ス
子
さ
ん
は
「
加
齢
に
つ
れ
故
郷
の

雄
大
な
自
然
の
心
象
風
景
に
癒
さ
れ

る
。
市
町
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
竹

田
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
る
」と
、

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
原
動
力
へ
！

～
第
27
回
豊
肥
地
区
解
放
文
化
祭
開
催
～

　

11
月
28
日
、
反
差
別
の
様
々
な
表

現
活
動
の
舞
台
発
表
を
行
う
「
第
27

回
豊
肥
地
区
解
放
文
化
祭
」
が
久
住

公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
地
区
内
の
小
・
中
学
校
や

各
種
団
体
等
の
12
団
体
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
部
落
解
放
を

担
う
豊
か
な
感
性
と
表
現
力
を
ど
う

養
っ
て
い
く
か
」。

　

竹
田
市
か
ら
参
加
し
た
荻
小
学

校
（
１・２
年
）
が
「
音
楽
物
語
『
花

い
っ
ぱ
い
に
な
あ
れ
』」、
久
住
中
学

校
（
２
年
）
が
「
合
唱
『W

ith You 

各
地
域
で「
人
権
を

考
え
る
講
演
会
」開
催

宮
城
台
小
で

「
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団

主
催
「
第
70
回
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ

ー
ト
～
大
人
と
子
ど
も
の
た
め
の

音
・
学
・
会
～
」
が 

宮
城
台
小
学

校
（
山
下
修
校
長
・
15
人
）
の
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
児
童
の
ほ
か
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
み
な
さ
ん
約
25
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
演
奏
と
お
話
は
、
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
公
益
財
団
法
人
芸
術
振

興
財
団
副
理
事
長
の
伊
藤
京
子
さ

ん
。
曲
の
解
説
や
音
楽
に
ま
つ
わ

る
話
、
い
じ
め
問
題
の
話
な
ど
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
シ
ョ
パ
ン
や

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
等
、
７
曲
の
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
「
人
は

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
く
も
の
。

夢
を
持
っ
て
、
努
力
す
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
」
と
、
語
り
か
け

て
い
ま
し
た
。

Sm
aile

・
全
力
少
年
』、
緑
ヶ
丘
中

学
校
（
２
年
）
が
「
劇
『
シ
ュ
レ
ー

デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
』」
を
舞
台
で
披

露
し
、
こ
れ
ま
で
学
習
や
交
流
等
で

培
っ
た
思
い
を
し
っ
か
り
と
発
表
し

て
ま
し
た
。

↑関西久住人会総会に参加したみなさん

↑「クラシック音楽」の生演奏の鑑賞は、貴重な機会となりました

↑陸前高田第一中との交流を生かし、被災者の方々の思い
を伝える「劇」を熱演する緑ヶ丘中生徒たち

↑ご自身の経験をもとに「トランスジェンダー」について語る土肥氏

茨木市で荻「トマトリゾット」に長蛇の列
　11月 21日、22日の２日間、大阪府
茨木市で「第41回茨木市農業祭」が開
催され、姉妹都市として竹田市が出店し
ました。
　今回は乾シイタケやかぼす等の特産品
販売に加え、荻地域名物トマトリゾット
を会場に持ち込み、調理実演と無料配布
を行いました。商品はほぼ完売し、九州
有数の「農産物の産地」であることをＰ
Ｒできました。

　人権週間（12／４～10）行事として市内各地
域で「平成27年度人権啓発推進講演会」を開催。
直入地域では12月13日、講師に土肥いつき氏（京
都府立高校教員）を迎え、直入公民館ホールで行
われました。
　テーマは「『ありのままのわたしを生きる』ため
に」。土肥氏は「自然は多様性を好む。しかし、社
会はそれを嫌う」という言葉を紹介し、「誰もが
自分のことを語り合える社会が作れるかどうかは、
今を生きる私たちの課題でもあると思う」と提起
しました。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）
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11
月
13
日
、
昭
和
55
年
か
ら
35
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
環
境
美
化
活
動

「
ご
み
０ゼ
ロ

大
作
戦
」
に
取
り
組
ん
で

き
た
菅
生
小
学
校（
宗
岡
良
子
校
長・

28
人
）
は
道
守
九
州
会
議
の
本
会
議

会
員
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
守
り
育
て
て
い
く
「
道
守
」
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
実
績
を
称
え

ら
れ
、
道
守
九
州
会
議
「
み
ち
づ
く

し
イ
ン
福
岡
２
０
１
５
」
に
お
い
て
、

「
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
で

ゴ
ミ
拾
い
や
清
掃
活
動
を
行
い
、
故

郷
・
菅
生
地
域
の
「
環
境
を
守
ろ
う
」

と
い
う
意
識
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
６
月
、10
月
の
年
２
回
、

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
国
道
57
号
線

や
市
道
を
歩
き
、
ご
み
拾
い
を
実
施
。

平
成
16
年
か
ら
は
、
多
く
の
道
守
会

員
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
と
と
も

に
、
大
人
も
子
ど
も
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
識
と
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

宗
岡
校
長
は
「
小
さ
な
学
校
の
小

さ
な
活
動
だ
が
、
継
続
し
て
き
た
こ

と
で
子
ど
も
た
ち
と
っ
て
は
、
豊
か

な
心
の
育
成
に
も
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

深
田
あ
ゆ
り
児
童
会
長
（
６
年
）

は
「
35
年
間
も
続
い
て
き
た
清
掃

活
動
活
動
に
す
ご
い
賞
を
い
た
だ

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
、
感
想
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

竹た
け
う
ち内　

實み
の
るさ

ん
が

　
　
総
務
大
臣
表
彰

豊
後
竹
田
駅
が

「
人
権
擁
護
功
労
賞
」受
賞
！

　

11
月
25
日
、
竹
田
地
区
・
浦
町
自

治
会
の
竹
内
實
さ
ん
（
82
歳
）
が
良

好
な
地
域
社
会
の
維
持
、
形
成
に
寄

　
「
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
豊
後

竹
田
駅
」
は
「
平
成
27
年
度
人
権
擁

護
功
労
賞
」（
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
会
長
感
謝
状
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
18
年
か
ら
竹
田
市

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
主
催
の
「
人

権
七
夕
ま
つ
り
」
に
お
い
て
地
域
内

の
小
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
児

童
が
書
い
た
人
権
標
語
の
短
冊
を
飾

り
付
け
た
七
夕
飾
り
の
設
置
場
所
と

し
て
、
構
内
ホ
ー
ム
を
無
償
で
提
供

す
る
な
ど
、
啓
発
活
動
に
対
し
て
積

極
的
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

与
さ
れ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
か
ら
26
年
ま
で
の
23
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
、
浦
町
自
治
会

長
と
し
て
、地
域
住
民
福
祉
の
向
上
、

豊
か
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
貢
献
。
ま
た
、
平
成
２
年
の
大
水

害
後
に
就
任
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
復

興
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
「
地
域
の
み
な
さ
ん

の
お
陰
で
す
。
若
い
人
に
地
域
共
同

体
で
あ
る
互
助
の
意
識
を
抱
い
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
は
共
同
体

の
一
部
。
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
し
て
力
に
な
り
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

↑平成 16 年から多くの道守会員とともに清掃
活動をしています

受賞した菅生小の子どもたち。
寒さに負けず元気いっぱい！  →

↑この清掃する姿を見たら、ゴミは捨てられない！

↑「地域力のある行政に期待」と話す竹内さん

↑感謝状を受け取る小間充豊後竹田駅長

12
月
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日
㈪

12
月
29
日
㈫

12
月
30
日
㈬

12
月
31
日
㈭

1月
1日
㈮

1月
2日
㈯

1月
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㈪
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㈭
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ス
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・
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新
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あ
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つ

月
刊

た
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た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

4月
分
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年
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夢
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ア
ン

コ
ー

ル
放

送
①

（
Ｔ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

69
回

瀧
廉

太
郎

記
念

全
日

本
高

等
学

校
声

楽
コ

ン
ク

ー
ル

夢
ス

タ
ア

ン
コ

ー
ル

放
送

⑤
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

竹
田

市
合

併
10

周
年

記
念

式
典

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

た
け

た
の

た
く

み
も

ぎ
た

て
情

報
局（

前
日

再
放

送
） 

8
日

本
の

伝
統

美
～

豊
後

刀
の

歴
史

と
そ

の
魅

力
～

日
本

の
伝

統
美

～
豊

後
刀

の
歴

史
と

そ
の

魅
力

～
道

の
駅

に
つ

い
て

献
血

に
つ

い
て

9
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
2部

「
小

学
校

」

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

9
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

め
じ

ろ
ん

元
気

ア
ッ

プ
体

操（
弱

い
運

動
編

）

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 竹

田
の

四
季

折
々

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

10
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
（

Ｏ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

D
EA

R
 F

R
IE

N
D

S
C

O
N

C
ER

T2
01

5

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

2月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

6月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

10
月

分

て
れ

び
チ

ラ
シ

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
ゴ

ル
フ

ク
リ

ニ
ッ

ク
10

Ｏ
Ｉ

Ｔ
Ａ

元
気

ッ
ズ

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

笑
う

門
に

は
福

来
た

る

11
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
2部

「
小

学
校

」

た
け

た
の

た
く

み
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

た
け

た
の

た
く

み
た

け
た

の
た

く
み

も
ぎ

た
て

情
報

局（
生

放
送

）
11

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

竹
田

の
四

季
折

々

12
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
7月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

10
月

分

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

献
血

に
つ

い
て

12
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 竹

田
の

四
季

折
々

13
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
8回

由
学

館
セ

ミ
ナ

ー
「

義
経

伝
説

」

（
Ｔ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

7回
川

端
康

成
記

念
講

演
会

「
夢

へ
の

挑
戦

」

市
長

・
議

長
新

春
あ

い
さ

つ
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
6月

分
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
1回

」

夢
ス

タ
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
13

め
じ

ろ
ん

元
気

体
操（

強
い

）
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

強
い

運
動

編
）

め
じ

ろ
ん

元
気

ア
ッ

プ
体

操（
強

い
運

動
編

）
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

14
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

7.
12

「
竹

田
市

防
災

の
日

」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

（
Ｏ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

25
回

豊
の

国
ゴ

ル
フ

選
手

権
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
2回

」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

8月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

道
の

駅
に

つ
い

て
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
3月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

6月
分

た
け

た
の

た
く

み
14

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

7月
分

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々

15
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
21

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
2回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

15
し

ゃ
ん

し
ゃ

ん
体

操
タ

イ
ム

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

体
操

タ
イ

ム
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

体
操

タ
イ

ム
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

16
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
た

け
た

の
た

く
み

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

8月
分

も
ぎ

た
て

情
報

局
（

再
放

送
）

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

16
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
1回

」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々

17
健

口
体

操

第
11

回
歳

末
助

け
合

い
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
シ

ョ
ー

午
前

の
部

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

健
口

体
操

健
口

体
操

17
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

プ
ラ

ス
リ

ポ
ー

ト
総

集
編

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

も
ぎ

た
て

プ
ラ

ス（
生

放
送

）
プ

ラ
ス

リ
ポ

ー
ト

総
集

編
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操

18
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

市
長

・
議

長
新

春
あ

い
さ

つ
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
18

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

19
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
3月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

2月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

週
刊

ケ
ー

ブ
ル

７
（

生
放

送
）

19

20
た

け
た

の
た

く
み

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
3部

「
中

学
校

」

（
Ｏ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

25
回

豊
の

国
ゴ

ル
フ

選
手

権
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
市

長
・

議
長

新
春

あ
い

さ
つ

も
ぎ

た
て

情
報

局（
再

放
送

）
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
20

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

21
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

　

第
11

回
歳

末
助

け
合

い
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
シ

ョ
ー

午
後

の
部

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
21

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

　
龍

馬
伝

　
第

22
回

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
21

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

22
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
た

け
た

の
た

く
み

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

3月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
週

刊
ケ

ー
ブ

ル
７

（
再

放
送

）
22

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

23
（

Ｏ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
25

回
豊

の
国

ゴ
ル

フ
選

手
権

た
け

た
の

た
く

み
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
4月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

9月
分

た
け

た
の

た
く

み
も

ぎ
た

て
情

報
局（

再
放

送
）

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

23
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
竹

田
の

四
季

折
々

24 5
シ

ョ
ッ

プ
チ

ャ
ン

ネ
ル

24 5

た
け
た
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
　
年
末
年
始
番
組
表

（
H
27
.1
2/
28
～
H
28
.1
/8
）

※
都

合
に

よ
り

番
組

内
容

が
一

部
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

ご
了

承
く

だ
さ

い
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

＆
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

市
長

・
議

長
新

年
ご

挨
拶

菅生小学校が道守九州会議「功労者表彰」

ふるさとを愛する心を育む
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12
月
28
日
㈪

12
月
29
日
㈫

12
月
30
日
㈬

12
月
31
日
㈭

1月
1日
㈮

1月
2日
㈯

1月
3日
㈰

1月
4日
㈪

1月
5日
㈫

1月
6日
㈬

1月
7日
㈭

1月
8日
㈮

6
番

組
終

了
中

6
竹

田
の

四
季

折
々

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

竹
田

の
四

季
折

々
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
し

ゃ
ん

し
ゃ

ん
体

操
タ

イ
ム

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

体
操

タ
イ

ム
健

口
体

操
健

口
体

操

7
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
市

長
・

議
長

新
春

あ
い

さ
つ

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

4月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

9月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

2月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

4月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

7月
分

7
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル

8
夢

ス
タ

ア
ン

コ
ー

ル
放

送
①

（
Ｔ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

69
回

瀧
廉

太
郎

記
念

全
日

本
高

等
学

校
声

楽
コ

ン
ク

ー
ル

夢
ス

タ
ア

ン
コ

ー
ル

放
送

⑤
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

竹
田

市
合

併
10

周
年

記
念

式
典

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

た
け

た
の

た
く

み
も

ぎ
た

て
情

報
局（

前
日

再
放

送
） 

8
日

本
の

伝
統

美
～

豊
後

刀
の

歴
史

と
そ

の
魅

力
～

日
本

の
伝

統
美

～
豊

後
刀

の
歴

史
と

そ
の

魅
力

～
道

の
駅

に
つ

い
て

献
血

に
つ

い
て

9
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
2部

「
小

学
校

」

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

9
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

め
じ

ろ
ん

元
気

ア
ッ

プ
体

操（
弱

い
運

動
編

）

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 竹

田
の

四
季

折
々

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

10
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
（

Ｏ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

D
EA

R
 F

R
IE

N
D

S
C

O
N

C
ER

T2
01

5

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

2月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

6月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

10
月

分

て
れ

び
チ

ラ
シ

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
ゴ

ル
フ

ク
リ

ニ
ッ

ク
10

Ｏ
Ｉ

Ｔ
Ａ

元
気

ッ
ズ

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

笑
う

門
に

は
福

来
た

る

11
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
2部

「
小

学
校

」

た
け

た
の

た
く

み
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

た
け

た
の

た
く

み
た

け
た

の
た

く
み

も
ぎ

た
て

情
報

局（
生

放
送

）
11

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

竹
田

の
四

季
折

々

12
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
7月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

10
月

分

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

5月
分

献
血

に
つ

い
て

12
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 竹

田
の

四
季

折
々

13
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
8回

由
学

館
セ

ミ
ナ

ー
「

義
経

伝
説

」

（
Ｔ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

7回
川

端
康

成
記

念
講

演
会

「
夢

へ
の

挑
戦

」

市
長

・
議

長
新

春
あ

い
さ

つ
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
6月

分
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
1回

」

夢
ス

タ
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
13

め
じ

ろ
ん

元
気

体
操（

強
い

）
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

強
い

運
動

編
）

め
じ

ろ
ん

元
気

ア
ッ

プ
体

操（
強

い
運

動
編

）
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

14
（

Ｔ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

7.
12

「
竹

田
市

防
災

の
日

」
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

（
Ｏ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

25
回

豊
の

国
ゴ

ル
フ

選
手

権
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
2回

」

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

8月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

道
の

駅
に

つ
い

て
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
3月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

6月
分

た
け

た
の

た
く

み
14

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

7月
分

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々

15
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
21

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
2回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

15
し

ゃ
ん

し
ゃ

ん
体

操
タ

イ
ム

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

体
操

タ
イ

ム
30

 特
殊

詐
欺

防
止

50
 よ

ろ
う

ち
座

し
ゃ

ん
し

ゃ
ん

体
操

タ
イ

ム
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

16
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
た

け
た

の
た

く
み

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

8月
分

も
ぎ

た
て

情
報

局
（

再
放

送
）

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

16
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
1回

」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々

17
健

口
体

操

第
11

回
歳

末
助

け
合

い
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
シ

ョ
ー

午
前

の
部

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

1月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

1回
」

健
口

体
操

健
口

体
操

17
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

プ
ラ

ス
リ

ポ
ー

ト
総

集
編

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

も
ぎ

た
て

プ
ラ

ス（
生

放
送

）
プ

ラ
ス

リ
ポ

ー
ト

総
集

編
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操

18
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

市
長

・
議

長
新

春
あ

い
さ

つ
め

じ
ろ

ん
元

気
ア

ッ
プ

体
操（

弱
い

運
動

編
）

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
18

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

竹
田

の
四

季
折

々
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

19
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
3月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

2月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

2回
」

週
刊

ケ
ー

ブ
ル

７
（

生
放

送
）

19

20
た

け
た

の
た

く
み

第
67

回
瀧

廉
太

郎
を

偲
ぶ

音
楽

祭
　

第
3部

「
中

学
校

」

（
Ｏ

Ｃ
Ｔ

特
番

）
第

25
回

豊
の

国
ゴ

ル
フ

選
手

権
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
市

長
・

議
長

新
春

あ
い

さ
つ

も
ぎ

た
て

情
報

局（
再

放
送

）
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
20

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

30
 特

殊
詐

欺
防

止
50

 よ
ろ

う
ち

座
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん

21
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

　
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

ド
ラ

マ
龍

馬
伝

　
第

21
回

　

第
11

回
歳

末
助

け
合

い
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
シ

ョ
ー

午
後

の
部

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
21

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

　
龍

馬
伝

　
第

22
回

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

「
白

洲
次

郎
　

第
3回

」

Ｎ
Ｈ

Ｋ
大

河
ド

ラ
マ

龍
馬

伝
　

第
22

回
21

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

22
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
た

け
た

の
た

く
み

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

3月
分

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ド

ラ
マ

ス
ペ

シ
ャ

ル
「

白
洲

次
郎

　
第

3回
」

つ
だ

つ
よ

し
の

ダ
ッ

シ
ュ

く
ん

。
週

刊
ケ

ー
ブ

ル
７

（
再

放
送

）
22

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
チ

ャ
ン

ネ
ル

ウ
ィ

ー
ク

リ
ー

た
け

た
ん

23
（

Ｏ
Ｃ

Ｔ
特

番
）

第
25

回
豊

の
国

ゴ
ル

フ
選

手
権

た
け

た
の

た
く

み
月

刊
た

け
た

ト
ピ

ッ
ク

ス
平

成
27

年
4月

分

月
刊

た
け

た
ト

ピ
ッ

ク
ス

平
成

27
年

9月
分

た
け

た
の

た
く

み
も

ぎ
た

て
情

報
局（

再
放

送
）

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

23
サ

イ
エ

ン
ス

チ
ャ

ン
ネ

ル
ウ

ィ
ー

ク
リ

ー
た

け
た

ん
竹

田
の

四
季

折
々

24 5
シ

ョ
ッ

プ
チ

ャ
ン

ネ
ル

24 5

た
け
た
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル
　
年
末
年
始
番
組
表

（
H
27
.1
2/
28
～
H
28
.1
/8
）

※
都

合
に

よ
り

番
組

内
容

が
一

部
変

更
に

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

ご
了

承
く

だ
さ

い
Ｎ

Ｈ
Ｋ

大
河

＆
Ｎ

Ｈ
Ｋ

ド
ラ

マ
ス

ペ
シ

ャ
ル

市
長

・
議

長
新

年
ご

挨
拶



広報たけた 平成 28 年1 月号 16

1　　　　　　　　　　　　　元日
・ 水の駅おづる休業日
・長湯おんせん市場休業日
・竹田温泉「花水月」特別営業時間
6：00-21：00（大浴場のみ）
・「御前湯」特別営業時間 6：00-18：00
・2016 荻地 域 新春 歩こう会 5：30 ～
受付 6：00 ～開会式・スタート〔コー
ス〕荻公民館～馬背野「高鼻公園」※
参加料小学生以上 100 円問荻公民館 
☎ 68-2025

2
・竹田温泉「花水月」特別営業時間

〔朝風呂〕    6：00-8：30
〔大浴場〕11：00-21：00
・「御前湯」特別営業時間 6：00-18：00
・第 39 回相良 慶隆杯竹田新春マ
ラソン大 会 9：30 ～（竹田市総合
運動公園陸上競技場）問事務局☎
090-4771-8491

7
・竹田温泉「花水月」休館日
・平成 28 年第１回竹田市農業委員
会総会 13：30 ～（本庁３階委員会室）

8
・平成 28 年久住地域新年を語る会
16:00 ～開会（久住公民館機能回復
訓練室）

9

14
・竹田温泉「花水月」休館日
・【献血】10：00-16：00（竹田市い
きいき交流センター）

・おはなしルーム 14：00-14：30（竹
田幼稚園）

15 16
・大分県司法書士会豊肥支部主催「法
律無料相談」13:00-16:00 ※不動産登
記、相続、債務整理、成年後見等の
法律相談など。予約不要（竹田市公民
館竹田分館）問豊肥支部☎ 64-9111
・岡の里歴史講座「竹田の百姓一揆」
10：00-12：00〔講師〕衛藤頼光〔参加
料〕無料（竹田創生館）※１

21
・竹田温泉「花水月」休館日
・３歳児健康診査 13：00-13：20 受付

（竹田市総合社会福祉センター）※
15：30 終了予定

・こころの健康相談 13：30-15：30
（荻福祉健康エリア）※要予約☎

63-3346
・おはなしルーム 14：00-14：30（南
部幼稚園）

22 23

28
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故相談所〔巡回相
談 〕10：00-15：00（ 豊 肥 振 興 局 ）
※予約要（☎ 63-1171）

・こころの健康相談 13：30-15：30（久
住保 健センター）※要予約☎ 63-
3346

29 30

今月のよりそいカフェ
・よりそいカフェ竹田（古町商栄会）
　1 月 8・22 日㈮ 13：30 ～ 15：30 
・よりそいカフェ荻（くらサポしらみず） 
　1 月 12・26 日㈫ 13：00 ～ 15：00
・よりそいカフェ久住（くらサポりんどう） 
　1 月 14・28 日㈭ 13：00 ～ 15：00
・よりそいカフェ直入（くらサポゆのはな）
　1 月 8・22 日㈮ 13：00 ～ 15：00

第 11 回歳末助け合い
チャリティーショー
12 月 5 日㈯に開催された、第
11 回歳末助け合いチャリティ
ーショー午前の部と午後の部
の模様をお届けします。各団
体の舞踊・和太鼓・寸劇・三
味線・ダンスなどをお楽しみ
ください。

【放送日】
・午前の部
　1月9日、16日、23日、30日
　土曜日　20：00～

・午後の部
　1月10日、17日、24日、31日
　日曜日　18：00～

竹田市合併 10 周年記念 
第 9 回由学館セミナー
講演会
11 月 28 日 ㈯ に 開 催 さ れ た、
第 9 回由学館セミナーの模様
をお届けします。今回は、古
田織部没後 400 年「へうげも
の」を読み解くをテーマに、
古田織部美術館館長の宮下玄
覇さんと、愛知東邦大学教授
の増田孝さんを講師に招き講
演が行われました。

【放送日】
　1月17日、24日、31日
　日曜日　14：00～
※都合により放送時間を、変
更する場合がありますのでご
了承ください。

●お問い合せ　
竹田市ケーブルセンター☎ 76-1415

たけた市民チャンネル
平成 28 年 1 月特番情報

※ 1　竹田創生館　☎ 62-4100

水道管凍結防止のお知らせ
　冷期となりました。水道管は、気温がマイナス３℃以下になると破裂したり、凍結して水が出なくなり
ます。毎年この時期に、水道管の破裂事故が多く発生しています。
　水が出ない等の異常がありましたら、メーターより宅内側にある副止水栓を止めて、指定給水装置工事
事業者に修理を依頼しましょう。副止水栓のない家庭は、修理の時、必ず取り付けてください。修理の経
費については使用者負担となります。
◎水道管にも冬支度を　気温が低い日は水道管の凍結防止のため、水道管にも防寒対策を行ってください。

〔ご家庭でできる防寒対策〕水道管が直接外気に触れないよう、保温材を巻きつけ、その上からヒモでし
ばって固定し、保温材が濡れないようにビニールテープ等で下からすきまなく重ねて巻きます。
　※保温材は、市販されているものの他に、毛布・発泡スチロール等ご家庭にあるものでも代用できます。
●お問い合せ　竹田市水道課　☎ 63-1046
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たけた手しごとの学校～たけたのていねいな暮らし方体験教室～
３時限目  「手作りの味を食卓に ～芋からこんにゃくを作る教室～」
日　時　２月６日㈯　9:00-13:00
会　場　宮城分館調理室（竹田市大字炭竈 680-3）
参加費　1500 円（材料費込み）定員 20 名
申込方法　お申込み者の氏名、ご参加者の氏名、ご連絡先、人
　　　　数を事務局まで電話及び FAX でお申し込みください。
問竹田市教育委員会生涯学習課　☎ 63-4817　FAX63-2373

2/1 ㈪
申込締切
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3
・竹田温泉「花水月」特別営業時間

〔朝風呂〕    6：00-8：30
〔大浴場〕11：00-21：00
・「御前湯」特別営業時間 6：00-18：00
・新春凧揚げ大会 9：00 ～受付〔参
加費 300 円〕（竹田市総合運動公
園）問竹田市レクリエーション協
会事務局☎ 62-4861（後藤）

4
・荻の里温泉休館日
・平成 28 年度新年互礼会 12：00-
13：00（竹田市総合社会福祉セン
ター）

・平成 28 年度直入地域新年互礼会
15：00～（万象の湯）

5
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13：30-15：30
（直入支所）※要予約☎ 63-3346
・荻地域で新年を祝う会 16:00 ～開
会（荻公民館中集会）

6
・水の駅おづる休業日
・【水琴館】第 15 回松岡興司写真展

『我がまち竹田』～１／ 24 ㈰

10
・110 番の日「110 番」は事件事故専用
の緊急ダイヤル。相談、要望等のお問
い合わせは「警察相談電話＃ 9110」「竹
田警察署 0974-63-2131（代）」※適正
な利用を心がけましょう！
・平成 28 年竹田市消防特別点検
8：30 ～（竹田市総合運動公園）
・平成 27 年度竹田市成人式 12：00 ～
受付／ 13：00 ～開会（久住公民館くじ
ゅうサンホール ）

11　　　　　　　　　　成人の日 12
・子牛市場開催日 9：30 セリ開始 

（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

13
・４・10 か月児健康診査〔4 か月〕
13：15-13：30 受 付〔10 か 月 〕13：
30-13：45 受付（竹田市総合社会福
祉センター）※ 15：30 終了予定

・ブックススタート 14：00 ～（竹
田市総合社会福祉センター）

17
・「がんをよく知ってがんと共に生
きる」教育セミナー【テーマ】がん
という病気や治療法についてよく知
ろう！13:00-16:00 ※受 講 無 料（ ホ
ルトホール大分 302・303 会議室問
大分大学医学部看護学科（寺町）☎
097-586-5054

18
・荻の里温泉休館日

19
・食育の日
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

20
・長湯おんせん市場休業日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・成牛市場開催日 9：30 セリ開始 （豊
後豊肥家畜市場）
・年金相談 10：00-15：00〔完全予約
制〕（竹田市高齢者いきいき交流セン
ター）問日本年金機構大分年金事務所 
☎ 097-552-1211
・大分県行政書士会無料 相談会 13：
00-16：00（大分県行政書士会〔大分市〕）
問大分県行政書士会事務局電話 097-
537-7089

24
・文化財火災防御訓練 7：00-8：00（お
たまや公園）
・第 23 回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直
入海洋センター室内綱引き大会 9：
30 ～開会（竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋
センター体育館）

25
・竹田地区景観計画説明会 18：30-
20：00（竹田市総合福祉センター多
目的ホール）

26
・文化財防火デー
・【水琴館】第 4 回魅惑の刀剣展～
１／ 31 ㈰
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹田
市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13：30-15：30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約☎ 63-3346 

27

31
・地区巡回健診 8:00-10:00（竹田市
総合社会福祉センター）

行政なんでも相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 1月20日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室 

荻 1月20日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 1月20日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 1月20日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

月
間・そ
の
他

○はたちの献血キャンペーン　1/1㈮～2/28㈰
○個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告
　1/4㈪～3/31㈭
○緑の募金　1月15日～5月31日・歳末たすけあい運動
　（地域歳末たすけあい募金：～12月31日）
○防災とボランティア週間　1/15㈮～21㈭
○全国学校給食週間　１/24㈰～30㈯

■ 2016 年 2 月上旬の主な予定
2月1日㈪　・平成28年度公立幼稚園入園説明会及び面接  15：00 ～
2月7日㈰　・第24回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入少年柔道大会
　　　　        9：30～（竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館柔道場）
　　　　 　・竹田市文化連盟主催「第９回和気藹音コンサート」　　
　　　　　  13：00～（久住公民館くじゅうサンホール）
　　　　　   ※入場無料　問竹田市文化連盟　☎63-4817
　　　　　 ・第11回由学館セミナー「岡藩の産業戦略～岡藩ブラ
　　　　　  ンドから竹田ブランドへ～」  13：00～（竹田市総合社
　　　　　   会福祉センター）

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815
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○国民健康保険税 10 期
○介護保険料・後期高齢者医
　療保険料 7 期

2/1㈪
納期限

竹 田 市 の　 こ よ みたけたん情報
日　　　　            SUN 月　　　               MON 火　　　                 TUE 水　　　               WED
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平成 28年 1月　岡の里ふるさとUターン情報

　求人情報　ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさとハローワーク　問　☎63-1101

事　業　所　名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃　金 備　考（資格等）
株式会社　Ｙ ’ Ｓサービス 交通警備業、ビルメンテナンス 交通警備員 5 13.8 ～ 14.4 万 原付以上

旭食品工業株式会社　大分工場 漬物製造
野菜つけ物工 5 13.2 万 普通自動車免許（ＭＴ）
野菜つけ物工 1 16.2 万 普通自動車免許（ＭＴ）

医療法人　健伸会　ケアホーム
「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護
の施設）

介護職 2 12.3 ～ 17.7 万 介護福祉士またはヘルパー 2 級
正・准看護師 2 13.9 ～ 20.3 万 看護師（正・准）

社会医療法人社団　大久保病院
医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険サービ
ス関連事業

准看護師 ( 外来） 2 17.3 ～ 25 万 准看護師
正看護師（交替勤務） 2 24.1 ～ 33.7 万 正看護師
介護福祉士 2 14.8 ～ 23.1 万 介護福祉士

社会福祉法人　偕倖社（悠々居） 特別養護老人ホーム
ショートスティ事業・グループホーム

正・准看護師 2 16.5 ～ 18.4 万 正・准看護師
介護職 2 14.8 ～ 15.8 万 できればヘルパー 2 級又は介護福祉士

大分県農業協同組合　竹田事業部 金融　共済　経済　営農
ガソリンスタンド

ガソリンスタンドスタッフ 1 14 ～ 14.5 万 普通自動車免許（ＭＴ）
一般事務員 3 13.2 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

医療法人　雄仁会（加藤病院・
岡の苑・和の郷・木もれ陽）

医療・介護保険業等
認知症対応型グループホーム和の郷
有料老人ホーム木もれ陽

正看護師 1 21.9 ～ 27.3 万 正看護師
准看護師 1 16.3 ～ 21.8 万 准看護師
介護職 2 13.1 万 ヘルパー 2 級あれば尚可

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士 1 15 ～ 25 万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
配管工見習 1 12.5 ～ 20 万 普通自動車免許（ＭＴ）
大工 1 19.2 ～ 36 万 建築大工技能士２級

社会福祉法人　孝寿福祉会（美晴
が丘・荻の苑）　医療法人　孝寿会

（伊藤医院・わくわくディケア）

老人通所介護・訪問介護・居宅介
護支援医療業　介護保険事業

ケアワーカー（介護員） 4 14.3 ～ 22 万 介護福祉士資格所持者優遇
正看護師 1 18 ～ 30 万 看護師
准看護師 1 14.5 ～ 25 万 准看護師

荻の里温泉 温泉・旅館・レストラン・みやげ
品販売　農林産物販売

フロント係 1 12.6 ～ 15.2 万
調理補助 2 12.6 ～ 15.2 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
接客係 1 12.6 ～ 15.2 万

一般社団法人　竹田市医師会
（竹田医師会病院） 病院

看護師 5 21 ～ 25.3 万 正看護師
准看護師 2 16 ～ 18.8 万 准看護師
看護補助者 3 13.5 ～ 15.3 万 ヘルパー 2 級・介護福祉士資格所持者優遇

加藤石油　株式会社
石油製品・液化石油ガス販売・自
動車整備・車検　自動車販売・各
種保険の取扱

自動車整備士 2 16 ～ 23 万 自動車整備士２級
プロパンガス販売員 1 13.2 ～ 20 万 普通自動車免許（ＭＴ）
ガソリンスタンド販売員 1 13.2 ～ 20 万 危険物乙四免許所持者優遇

川合電気工事　株式会社 一般住宅や公共建築物・工場などの
電気工事・水道・浄化槽の工事全般

配管工 1 15 ～ 20 万 普通自動車免許（ＭＴ）
電気工事作業員 2 15 ～ 20 万 普通自動車免許（ＭＴ）電気工事士資格者優遇

株式会社　友繁建設
土木建築業（土木　舗装　管工事）
福祉用具（介護用品）の販売とレ
ンタルおよび住宅改修工事

土木施工管理技術者 1 20 ～ 33 万 1 級又は 2 級土木施工管理技士
重機オペレーター 1 14.4 ～ 24 万 車両系建設機械
営業（福祉用具） 1 16 ～ 20 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　藤信 総合建設業
竹田市、大分市発注の公共工事

事務員 1 12 ～ 15 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
土木技術者 1 15 ～ 30 万 土木施工管理技士 2 級以上　現場管理経験者
水道配管士 1 17.5 ～ 30 万 経験者　関連免許資格保有者尚可

株式会社　長湯歴史温泉伝承館 入浴施設・バイキングレストラン・
イベントの企画運営・簡易宿泊施設

レストランホールスタッフ 2 11 ～ 15 万
調理スタッフ 1 11 ～ 15 万

株式会社　松井組 綜合建設業（建築、土木、舗装）　
携帯販売　書店業務

携帯電話販売員 1 14 ～ 15 万 パソコン操作・経験者優遇
土木施工管理技士 1 20 ～ 33 万 2 級土木施工管理技士　工務経験者
設備工事技術者 1 20 ～ 33 万 2 級建築施工管理技士　1・2 級管工事施工管理技士

社会福祉法人　豊和会　
特別養護老人ホーム久住荘 社会福祉事業及び介護保険事業

看護職員 1 17.1 ～ 21.7 万 正看護師又は准看護師
生活相談員 1 17.2 ～ 21.1 万 社会福祉士・社会福祉主事・介護支援専門員
介護職員 1 13.8 万

株式会社　くじゅう高原開発公社
地ビールの製造・販売事業　レス
トランの飲食　売店・地ビールの
業務用販売

一般事務員 1 14 ～ 15 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ビール製造員（見習い） 1 15 ～ 16 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
配達員 1 15 ～ 16 万 普通自動車免許（ＭＴ）

株式会社　ローケン
有料老人ホームの経営・訪問介護
事業・通所介護事業・在宅介護支
援事業

介護職員（デイサービス） 2 14 ～ 16 万 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級以上のいずれか
社会福祉士・社会福祉主事・介護専門員 2 15.5 ～ 16 万 社会福祉士・社会福祉主事又は介護支援専門員
介護業務（ヘルパーステーション） 1 14 ～ 16 万 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級以上のいずれか

久住高原コテージ（株式会社　
レゾネイト） ホテル業

レストランサービス責任者候補 1 22 ～ 28 万 レストランサービス経験者
レストランサービス担当 2 15 ～ 22 万 レストランサービス経験者優遇

株式会社　丸福 食肉の加工と販売および直営飲食
店の経営

ホールスタッフ 2 14 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ホール・厨房係 2 14 万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

医療法人　健伸会　みはら整形
外科クリニック

整形外科・内科・麻酔科・リハビ
リテーション科

正・准看護師 2 14.4 ～ 20.2 万 正看護師または准看護師
介護職 1 13.5 ～ 17.5 万 介護福祉士優遇

有限会社　ミヨシ（ＫｉＰＳ） 居酒屋・レストラン
店長候補 1 18 ～ 28 万
サービススタッフ 1 15 ～ 26 万
調理補助 1 15 ～ 26 万

①プロパンガス販売員 1 人 13.2 ～ 20 万円　②調理員 2 人 16 万円　③ホームヘルパー 1 人 12.8 ～ 13.5 万円　④接客係 1 人 15 ～
26.5 万円　⑤一般事務 1 人 15 万円　⑥介護職員 3 人 12.3 ～ 30 万円　⑦生コン試験係 1 人 18.4 万円　⑧営業社員 1人 13.5～ 15万円
⑨大型運転手 3 人 16 ～ 18.9 万円　⑩社会福祉士 2 人 18 万円　⑪ホールスタッフ 2 人 19.7 万円　⑫販売員 1 人 13.4 万円

〔パート求人（時給）〕⑬経理担当１人 800 円　⑭作業員 2 人 700 ～ 800 円　⑮郵便外務員 1 人 830 円　⑯清掃作業員 1 人 700 ～
800 円　⑰調理員１人 800 円　⑱洗い場係１人 800 円　⑲縫製スタッフ 2 人 700 ～ 800 円　⑳介護職員 1 人 750 ～ 900 円　㉑青果
担当 2 人 720 円　㉒検査・仕上工 2 人 700 円　㉓ホームヘルパー 1 人 830 円～ 1200 円　㉔生産・販売・接客1人 700～ 750円

たけたん情報
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職
場
等
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
１
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30

分
開
会

場　

所　

竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋

セ
ン
タ
ー
体
育
館

主　

催　

竹
田
市
・
竹
田
市
教
育
委

員
会
・
竹
田
市
体
育
協
会

主　

管　

竹
田
市
綱
引
き
連
盟
・
Ｂ

＆
Ｇ
財
団

種　

目　
一
般
男
子
の
部
（
８
名
の

合
計
体
重
６
０
０
㎏
以
下
）、
ミ
ッ

ク
ス
の
部
（
８
名
の
う
ち
女
性
４
名

以
上　

体
重
制
限
な
し
）

競
技
方
法　

予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、

各
パ
ー
ト
の
勝
者
に
よ
る
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格　

竹
田
市
在
住
者
、
及
び

県
内
在
住
の
本
市
出
身
者
及
び
本
市

在
勤
者

申
込
締
切　
１
月
15
日
㈮

問 

竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ

ー（
直
入
教
育
係
）　
☎
75-

２
２
４
３

／
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

 

未
来
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！ 

ス
ミ
セ
イ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
宇
宙
の
話
」

 
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

年
末
年
始
（
１
／
１
～
４
）

入
館
料　

無　

料

⃝

第
15
回
松
岡
興
司
写
真
展

『
我
が
ま
ち
竹
田
』

　
１
月
６
日
㈬
～
24
日
㈰

　

茶
屋
の
辻
に
住
ん
で
い
る
写
真

家
・
松
岡
興
司
さ
ん
の
個
展
で
す
。

約
45
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝

第
４
回　
魅
惑
の
刀
剣
展

　
１
月
26
日
㈫
～
31
日
㈰

　

刀
剣
愛
好
会
の
会
員
が
所
蔵
す
る

刀
剣
を
約
30
点
展
示
し
ま
す
。

 

イ
ベ
ン
ト
・
行
事

⃝

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争
奪

「
第
23
回
竹
田
市
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海

洋
セ
ン
タ
ー
室
内
綱
引
き
大
会
」

参
加
チ
ー
ム
募
集

　
「
地
域
住
民
の
体
力
の
向
上
と
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
」
を
目
的

に
今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　

力
・
か
け
引
き
・
タ
イ
ミ
ン
グ
等

奥
の
深
い
競
技
。
自
治
会
・
友
人
・

日　

時　
１
月
24
日
㈰　

午
後
２
時

30
分
～
午
後
４
時

会　

場　

久
住
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

対　

象　

竹
田
市
内
小
学
生

申
込
締
切　
１
月
13
日
㈬

参
加
料　

無　

料

講　

師　

高
梨
直
紘
先
生
（
東
京
大

学
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・ 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

特
任
准
教
授
天
文
学
普
及
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
天
プ
ラ
」
代
表
）

■■申・
問　
竹
田
市
教
育
委
員
会　

久
住

公
民
館　
☎
76-

０
７
１
７

 

自
然
環
境

竹
田
市
美
し
く
豊
か
な
自
然
環

境
の
里
づ
く
り
支
援
事
業

　

本
市
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
自
治
会
ま
た
は
公
共
的
な

団
体
等
が
行
う
植
樹
活
動
に
対
し

て
、
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
し
だ
れ
桜
・

山
桜
・
八
重
桜
）、
も
み
じ
（
イ
ロ
ハ
も

み
じ
）、
つ
つ
じ
（
ド
ウ
ダ
ン
・
ク
ル
メ
）

の
苗
木
を
支
給
い
た
し
ま
す
。

申
請
先　

竹
田
市
企
画
情
報
課
、
各

支
所
い
き
い
き
市
民
課

申
請
期
限　
１
月
29
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
竹
田
市
企
画
情
報
課

（
☎
63-

４
８
０
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

都
市
計
画 

竹
田
地
区
景
観
計
画
説
明
会

　

竹
田
市
で
は
「
景
観
計
画
・
条
例
」

の
制
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
規
準
と
建

築
等
に
お
け
る
届
出
制
度
を
基
本
に

し
た
も
の
で
す
。

　

特
に
竹
田
地
区
（
城
下
町
）
で
は

重
点
地
区
に
指
定
の
予
定
で
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
規
準
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
す
る

た
め
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
１
月
25
日
㈪　

午
後
６
時

30
分
～
午
後
８
時

場　

所　

竹
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

問　

竹
田
市
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
５
０・２
５
１
）

 

試　
験

平
成
27
年
度
自
衛
官
候
補
生

（
陸
上
男
子
）
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
男
子
）
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
限　
１
月
29
日
㈮

Taketa  Information
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年　
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た

め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金

は
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族

試
験
期
日　
２
月
７
日
㈰

試
験
会
場　

別
府
駐
屯
地
予
定

問 
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

 

消
費
者
行
政

消
費
者
行
政
に
関
す
る
市
長
表
明

　

近
年
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
手
口
と
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な
勧

誘
、
高
齢
者
や
若
者
を
標
的
と
し
た

悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
等
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
竹
田
市

で
は
平
成
21
年
度
に
相
談
窓
口
を
開

設
、
平
成
24
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
者
救
済
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
県
と
協
力
し
、
こ
れ
ま
で

整
備
し
た
消
費
者
相
談
体
制
の
一
層

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
被
害
防

止
の
た
め
に
中
高
生
や
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
啓
発
活
動
を
強
化
し
、
住

民
の
皆
さ
ま
の
安
全
な
生
活
と
消

費
者
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
１
月

竹
田
市

年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶

者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、専
修
学
校
及
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

　

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

  

税　
金

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と

し
て
各
年
分
の
所
得
税
額
の
２・１

％
）
を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納

付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
欄
の

記
載
漏
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
還
付
申
告
の
方
も
含
め
、
申
告
さ

れ
る
全
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特

別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w.nta.go.jp

ま
た
は
【
国
税
庁
】

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）
の
「
個
人
の

方
に
係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ
ら

ま
し
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

り
の
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
税
務
署 

☎
63-

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内

  

人
権
学
級

子
ど
も
の
人
権
「
里
親
制
度
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す

　

様
々
な
事
情
か
ら
保
護
者
と
一
緒

に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
健
全

たけたん情報
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申
請
書
在
中
」
と
朱
書
し
、
受
付
票

の
送
付
用
の
返
信
用
封
筒
（
宛
名
明
記

･

切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
間
（
正
午
か
ら
午
後

１
時
の
間
を
除
く
）

受
付
場
所　

市
本
庁
舎
１
階　

契

約
検
査
室　

庶
務
係
（
郵
送
・
信
書

便
可
）

有
効
期
間　

県
内
及
び
県
外
建
設

業
者
は
、
２
年
間
（
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
）。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

は
、１
年
間
（
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
）

提
出
書
類　

次
に
掲
げ
る
書
類
を
紙

フ
ァ
イ
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
で

綴
り
込
み
の
上
、
一
部
提
出
の
こ
と

（
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
は
避
け
る
こ
と
）

◇ 

建
設
業
者
の
場
合

（１）
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（２）
建
設
業
許
可
証
明
書
又
は
許
可
通

知
書
の
写
し

（３）
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書

及
び
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

（
現
在
、
経
営
事
項
審
査
を
申
請
中

の
者
は
、
審
査
に
係
る
申
請
書
類
の

写
し
（
受
付
印
の
あ
る
も
の
）
を
提

出
し
、
結
果
通
知
後
速
や
か
に
通
知

書
の
写
し
を
提
出
す
る
こ
と
）

な
成
長
の
た
め
に
、
私
た
ち
が
出
来

る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
す
。
学
級

生
以
外
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

日　

時　
１
月
20
日
㈬
午
後
３
時
～

会　

場　

市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

内　

容　

人
権
学
習
学
級 

テ
ー
マ

「
里
親
制
度
に
つ
い
て
」

講　

師　

中
央
児
童
相
談
所　

谷

本
幸
子
さ
ん

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７ 

※
受
講
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

  

入　
札

平
成
28
・
29
年
度
竹
田
市
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
受
付
開
始

受
付
期
間　

大
分
県
内
の
建
設
業

者
は
、
平
成
28
年
１
月
15
日
㈮
か
ら

２
月
29
日
㈪
ま
で
（
土･

日
曜
・
祝
日

を
除
く
）
と
し
、
大
分
県
外
の
建
設

業
者
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

は
、
平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
か
ら
２

月
29
日
㈪
ま
で
（
土･

日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
と
し
ま
す
。

　

郵
送
ま
た
は
信
書
便
で
の
申
請
の

場
合
は
２
月
29
日
消
印
ま
で
有
効
。

封
筒
に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

（４）
委
任
状（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

（
任
意
様
式
）

（５）
市
税
納
税
（
完
納
）
証
明
書

（
市
内
業
者
ま
た
は
市
内
に
営
業
所

が
あ
る
場
合
の
み
：
法
人･

代
表
者

分
全
て
）

※
た
だ
し
、
平
成
28
年
１
月
４
日
以

降
の
証
明
日
に
限
り
ま
す
。

（６）
支
店
等
報
告
書（
竹
田
市
内
に
支
店

等
を
有
す
る
者
に
限
る
。
任
意
様
式
）

◇ 

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
場
合

（１）
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（２）
経
営
規
模
等
総
括
表
（
大
分
県
様

式
の
様
式
２
に
同
じ
）

（３）
測
量
等
実
績
高
（
大
分
県
様
式
の

様
式
３
に
同
じ
）

（４）
有
資
格
者
数
一
覧
表
（
大
分
県
様

式
の
様
式
４
に
同
じ
）

（５）
業
務
実
績
調
書
（
任
意
様
式
（
現

況
報
告
書
の
写
し
等
）、
県
指
定
様

式
で
も
可
）

（６）
技
術
者
経
歴
書
（
任
意
様
式
（
現

況
報
告
書
の
写
し
等
）、
県
指
定
様

式
で
も
可
）

（７）
委
任
状（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

（
任
意
様
式
）

（８）
市
税
納
税
（
完
納
）
証
明
書

（
市
内
業
者
、
ま
た
は
市
内
に
営
業

所
が
あ
る
場
合
の
み
：
法
人･

代
表

者
分
全
て
）

※
た
だ
し
、
平
成
28
年
１
月
４
日
以

降
の
証
明
日
に
限
り
ま
す
。

申
請
様
式　

竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

そ
の
他　

本
市
が
行
う
戸
別
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
の
競
争
入
札

に
、新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、

大
分
県
に
提
出
し
た
「
特
例
浄
化
槽

工
事
業
者
届
出
書
」
ま
た
は
「
浄
化

槽
工
事
業
登
録
申
請
書
の
写
し
」
を

環
境
衛
生
課
生
活
排
水
係
（
☎
63-

１
１
１
１
〔
内
線
１
８
３
・
１
８
４
）

に
別
途
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
市
が
平
成
28
年
度
に

発
注
す
る
漏
水
調
査
業
務
の
競
争

入
札
に
、
新
た
に
参
加
を
希
望
す

る
者
は
、
水
道
課
庶
務
係
（
☎
63-

１
０
４
６
）に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

本
申
請
と
は
別
に
「
申
請
書
類
」
等

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
電
子
入
札
の
利
用
者
登
録
に
つ
い
て
】

　

本
市
で
は
現
在
、
電
子
入
札
の
本

格
運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
市
の
発
注
す
る
入
札
に
参
加

す
る
場
合
に
は
、
発
注
機
関
を
「
竹

田
市
」
と
し
た
利
用
者
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
だ
登
録
が
完
了
さ
れ
て
い

な
い
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
取

得
し
、
電
子
入
札
へ
の
登
録
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
契
約
検
査
室　

庶
務
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
０
７･

１
０
８
）

  

福　
祉

平
成
28
年
度
竹
田
市
認
可
保
育

所
（
園
）
及
び
認
定
こ
ど
も
園

入
所
の
申
込
み
を
受
付
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
認
可
保
育
所（
園
）

及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
申
込
み

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
12
月
班
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
類
は
竹
田
市
社
会

福
祉
課
、
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課

及
び
各
保
育
所
（
園
）
に
備
え
て
い

ま
す
。

受
付
締
切　
１
月
15
日
㈮
ま
で

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

子
育
て

支
援
係　
☎
63-

４
８
１
１

Taketa  Information
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置
す
る
防
護
柵
の
資
材
で
あ
る
こ
と

（
音
や
光
で
防
護
す
る
機
器
は
不
可
。

柵
で
あ
る
こ
と
）

補
助
率

・
１
／
３
（
上
限
２
万
１
０
０
０
円
）

○
金
網
柵

補
助
要
件

・
延
長
１
０
０
０
㍍
以
上
設
置
す
る

こ
と

・
設
置
者
２
名
以
上
で
あ
る
こ
と

・
柵
の
高
さ
が
１
２
０
㌢
程
度
で
あ

る
こ
と

補
助
率

２
／
３
（
上
限
１
０
０
０
㍍
あ
た
り

55
万
５
４
２
９
円
）

※
１
０
０
０
㍍
以
上
の
大
規
模
で
の

金
網
柵
設
置
を
検
討
し
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
必
ず
竹
田
市
農
政
課
、

ま
た
各
支
所
産
業
建
設
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
も
の
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
一
部
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

竹
田
市
農
政
課
☎
63-

４
８
０
５

 

環
境
衛
生
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
28
・
29
年
度
「
有
価
ご
み
・

  
農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
竹
田
市
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
（
イ
ノ
シ
シ

被
害
防
止
対
策
事
業
）
の
ご
案
内

　

竹
田
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

農
作
物
被
害
や
家
畜
伝
染
病
を
防
ぐ

為
に
農
家
の
皆
様
が
設
置
す
る
電
気

柵
等
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
28
年
度
も
同
様
の
事
業
を
計
画

し
て
お
り
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
竹
田
市
農
政
課
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈪
か
ら
２
月

19
日
㈮
ま
で

【
制
度
概
要
】

○
県
単
電
気
柵

補
助
要
件

・
設
置
延
長
２
０
０
㍍
以
上
で
あ
る

こ
と

・
電
気
柵
資
材
１
セ
ッ
ト
を
購
入
す

る
こ
と
（
２
段
張
り
で
２
０
０
㍍
設

置
で
き
る
資
材
内
容
で
あ
る
こ
と
）

補
助
率

・
２
／
３
（
上
限
３
万
２
０
０
０
円
）

○
市
単
防
護
柵

補
助
要
件　

・
イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
の
た
め
に
設

資
源
ご
み
売
却
入
札
」
の
参
加

資
格
申
請
を
受
付
し
ま
す

　

竹
田
市
環
境
衛
生
課
で
は
、
ご
み

の
減
量
化
及
び
適
正
な
再
資
源
化
を

図
る
た
め
、
竹
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
て
収
集
・
分
別
処
理
さ
れ
た
有
価

ご
み
・
資
源
ご
み
の
売
却
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
～
９
月
期
か
ら
入

札
方
式
に
な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
す

る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
者
は
、
必

ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
入
札
参
加
資
格
申
請
書
受
付

期
間
及
び
時
間

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
29
日
㈪

（
但
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は

除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

２
．
売
却
業
務
の
種
類

【
有
価
ご
み
】
①
鉄
類
プ
レ
ス
成
型

品　

②
缶
・
ビ
ン
類　

③
新
聞
紙
・

雑
誌
・
古
紙
類
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
）

【
資
源
ご
み
】
①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類

②
廃
プ
ラ
類　

③
古
布
類

※
参
加
事
業
者
に
は
、
入
札
参
加
資

格
申
請
書
の
様
式
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

３
．
受
付
・
お
問
い
合
せ

竹
田
市
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
市
本
庁
舎
１
階
）
☎
63-

４
８
２
１

（
担
当
・
佐
田
）

  

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
冬
期
の
市
道
除
雪
作
業
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

竹
田
市
で
は
一
定
規
模
以
上
の
降

雪
が
あ
っ
た
場
合
、
市
内
建
設
業
者

に
除
雪
の
出
動
を
要
請
し
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
道
路
の
除
雪
に
つ
い

て
は
国
道
・
県
道
が
優
先
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
市
道
に
お
い
て
は
、
幹

線
道
路
か
ら
順
次
除
雪
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

降
雪
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
相
互
扶
助
の
精
神
に

よ
り
、
自
治
会
な
ど
に
よ
る
除
雪
作

業
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

雪
道
や
凍
結
の
可
能
性
が
あ
る
道
路

を
走
行
す
る
場
合
は
、
滑
り
止
め
タ

イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
着
用
等
の
雪
道

対
策
を
行
い
、
自
己
防
衛
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

（
竹
田
市
建
設
課
）

たけたん情報
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【
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
】

●
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
ク

ー
ポ
ン
で
直
接
利
用
料
を
支
払
う

（
現
物
払
い
）
と
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
、
利
用
料
を
現
金
で
支
払

っ
た
あ
と
で
ク
ー
ポ
ン
と
領
収
書
を

添
え
て
、
市
に
請
求
（
償
還
払
い
）

す
る
２
種
類
の
利
用
方
法
が
あ
り
ま

す
。
原
則
現
物
払
い
が
で
き
る
の
は

 
子
育
て
支
援

ご
活
用
く
だ
さ
い
！
「
お
お
い
た

子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご

家
庭
を
対
象
と
し
て
、
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
と
育
児
負
担
軽
減

の
た
め
、
次
の
２
種
類
の
ク
ー
ポ
ン

（
５
０
０
円
×
２
０
枚
）
を
配
布
し

ま
す
。

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
と
な
り
ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課
☎
63-

４
８

１
１

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
「
平
成
28
年

度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

　

竹
田
市
で
は
、
保
護
者
が
昼
間
家

庭
に
い
な
い
児
童
が
、
安
心
か
つ
安

全
に
過
ご
す
た
め
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

平
成
28
年
１
月

５
日
㈫
～
22
日
㈮

実
施
場
所
等　

利
用
を
希
望
す
る

ク
ラ
ブ
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【各クーポン申請関係一覧】
種　　類 子育てほっとクーポン 子育てほっとクーポン・プラス＋

該当要件 平成 27 年 4 月 1 日以降生まれた
お子さんがいるご家庭

平成 21 年 4 月 2 日～平成 27 年 3
月 31 日の間に生まれたお子さんが
いるご家庭

申請期限 3 歳の誕生日の前日まで
平成 28 年 3 月 31 日まで

（平成 27 年度限定発行）

申請場所 竹田市社会福祉課、または各支所いきいき市民課

【利用できる子育てサービス等一覧】
利用できるサービス内容等 サービス対象者
保育所（園）の一時預かり事業 クーポンの対象のお子さんと、小学生

までの兄弟姉妹で、かつ、事業者が対
象として定めている児童

病児・病後児保育室「すずめの子たけた」
子育てサポートセンター

育児月刊誌配本事業
（クーポン申請時に窓口で申込み）

３か月（６か月）から１歳２か月（1
歳５か月）

インフルエンザ予防接種 クーポンの対象のお子さんと、小学生
までの兄弟姉妹自由診療によるフッ素塗布

※お子さんの住所地が竹田市以外の県内の自治体の場合はお子さんの住所地で申請してく
ださい。

＊募集チラシ、申込書等は各クラブ、社会福祉課、各支所
いきいき市民課にあります

平成27年度 豊後大野市 病院企業職員 採用試験のお知らせ

豊後大野市民病院
医事 ･ 経営課 経営係 （☎ 0974-42-3121　内線 1233）
〒 879-6692　大分県豊後大野市緒方町馬場 276 番地

職種 採用予定
人　　数 年　齢 免許・資格

薬剤師 ２名 昭和40年4月2日
以降に生まれた人

看護師 5 名
程度

昭和36年4月2日
以降に生まれた人

作業
療法士 ２名 昭和61年4月2日

以降に生まれた人

薬剤師免許（国家試験免許）を有している人 又
は平成 28 年 3 月 31 日までに予定されている国
家試験において取得する見込みがある人

看護師免許（国家試験免許）を有している人 又
は平成 28 年 3 月 31 日までに予定されている国
家試験において取得する見込みがある人

作業療法士（国家試験免許）の資格を有してい
る人 又は平成 28 年 3 月 31日までに予定されて
いる国家試験において取得する見込みがある人

平成 28年４月１日採用予定の職員を募集します。
◆職種、採用予定人数、受験資格【＊地方公務員法第 16
条に該当する人は受験できません。】専門職（第 4 回）

◆試験日時
①試験日時：平成 28 年 2 月 6 日㈯　※受付：8 時 15 分～ 8 時 30 分
②試験場所：豊後大野市民病院　大会議室
③試験内容：作文試験、適性検査（筆記）、　資格調査（口頭）、面接試験
◆受験手続
受験申込締切　　平成 28 年 1 月 25 日㈪　必着
8：30 ～ 17：00（土、日、祝日、年末年始は受付不可）

問合せ先・受験
申込書の提出先

クラブ名 実施場所 電話番号

竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内 63-1186

南部こじかクラブ 南部幼稚園内 63-1104

荻町放課後児童
クラブ

荻福祉健康エリア内
ふれあいセンター 68-3056

久住校区学童保育 久住林業センター内 090-5382-0972

都野校区学童保育 池ノ口集会所内 77-2155

白丹校区学童保育 白丹公民館内 76-0028

なおいり児童クラブ なおいり保育園内 75-2380

祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園 62-2956

宮城台ワルがねクラブ 旧宮城台幼稚園内 66-2014

放課後ジュニア
クラブとよおか

豊岡小学校
ランチルーム内 62-3777

城原っ子クラブ 城原地区館 66-2013

九州電力を装った「電話・勧誘」が
多発しています！
　「九州電力保安部」や「九州電力保安部コールセンター」
等を名乗り、お客様へ「ご使用量のお知らせ（検針票）」
に記載されている「お客様番号」や「ご契約容量」の聞
き取りを行い、「電気量が安くなる」とか「動力のご契
約を変更しませんか」というような勧誘を行う事象が発
生しています。
　九州電力にこのような部署は存在せず、このような勧
誘活動は行っておりませんので、十分ご注意ください。
その他、不審に思われたら、当社営業所（コールセンター）
までご連絡ください。
問☎０１２０- ９８６- ５０５（九州電力（株）三重営業所）

ご注意ください！

Taketa  Information



広報たけた 平成 28 年1 月号 24

 
募　
集

「
竹
田
市
温
泉
交
流
施
設
荻
の

里
温
泉
」
指
定
管
理
者
を
公
募

し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、
地
方
自
治
法
及
び

竹
田
市
温
泉
交
流
施
設
荻
の
里
温
泉

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
「
竹
田
市
温

泉
交
流
施
設
荻
の
里
温
泉
」
に
お
い

て
管
理
・
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者

を
公
募
し
ま
す
。

１
．
施
設
の
概
要

名　

称　
「
竹
田
市
温
泉
交
流
施
設

荻
の
里
温
泉
」

所
在
地　

竹
田
市
荻
町
新
藤
１
１
３

１
番
地

指
定
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
31
年
３
月
31
日
（
３
年
間
を
予

定
）

２
．
募
集
要
項

募
集
期
間　

平
成
28
年
１
月
12
日
～

29
日

要
綱
詳
細　

業
務
内
容
や
応
募
資
格

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市
荻

支
所
産
業
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
荻
支
所
産
業
建
設
課  

☎

68-

２
２
１
５

「
竹
田
市
荻
農
産
加
工
所
」
指

定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、
地
方
自
治
法
及
び

竹
田
市
農
産
加
工
所
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
「
竹
田
市
荻
農
産
加
工
所
」

に
お
い
て
管
理
・
運
営
を
行
う
指
定

管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

１
．
施
設
の
概
要

名　

称　
「
竹
田
市
荻
農
産
加
工
所
」

所
在
地　

竹
田
市
荻
町
馬
場
９
４
０

番
地
３

指
定
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日

～
平
成
33
年
3
月
31
日
（
５
年
間
を

予
定
）

２
．
募
集
要
項

募
集
期
間　

平
成
28
年
１
月
12
日
～

29
日

要
綱
詳
細　

業
務
内
容
や
応
募
資

格
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
竹
田
市

荻
支
所
産
業
建
設
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
荻
支
所
産
業
建
設
課  

☎

68-

２
２
１
５

 

住　
宅

「
公
営
住
宅
」
入
居
者
を
募
集

申
込
方
法　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー
（
市
建
設
課
内
）
ま
た
は
各

支
所
産
業
建
設
課
に
備
え
付
け
の
入

居
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

募
集
期
間　

１
月
12
日
㈫
～
25
日

㈪　
※
土
・
日
を
除
く

抽
選
日　

１
月
27
日
㈬
午
前
10
時

～ （
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　
２
月
16
日
ま
た
は
３

月
１
日

次
回
の
募
集
月
は
３
月
で
す
。
詳
細

は
大
分
県
住
宅
供
給
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

建
設
課
内
）　
☎
63-

４
４
０
０

誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親・自
治
会

11

人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　　 23,302 人（－ 41 人）
男　性　　 10,873 人（－ 19 人）
女　性　　 12,429 人（－ 22 人）
世帯数　 10,501 世帯（− 8 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 12 月 1日現在）

２．特定公共賃貸住宅（５戸）
地域 住宅名 戸数 備考

竹田

七里団地
E 棟

２ 世帯

七里団地
F 棟

２
35歳

以下の
単身

七里第 2
団地 B 棟

１
35歳

以下の
単身

1．公営住宅（市営４戸、県営４戸）
地域 住宅名 戸数 備考

竹田
下矢倉団地 ２ 世帯

県営
下矢倉住宅 2 世帯

久住 さくら
団地 1 世帯

荻
桜住宅 1 世帯

県営桜住宅
（3 階建て） 2 ※ 1

※ 1　詳しくは、管理センターに
お問い合わせください。

訂正とおわび 市報12月号の「竹田市功労者表彰」（6頁）の中で、佐田啓二議員の受賞内容が脱字をしておりました。正しく
は「永年にわたり、市議会議員として地方自治の発展に寄与されました。」です。訂正しておわびします。（秘書広報係）

たけたん情報
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子
ど
も
の
頃
か
ら
生
活
習
慣
病
予
防
を
！

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
さ
て
、
新
年
早
々
、
耳
の
痛

い
お
話
し
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
少
し
お
付
き
合
い
願
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
か
つ
て
は
成
人

病
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
食
事
、

運
動
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習

慣
の
悪
化
が
原
因
の
、
2
型
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
な
ど
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
生
活
習
慣
病
に
ど
ん
な

関
係
が
あ
る
の
か
？
と
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
が
、例
え
ば
、30
年
前
に
比
べ
、

10
歳
で
肥
満
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
は

4
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
で

し
ょ
う
か
？
何
と
、
動
脈
硬
化
が
9

歳
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
か
、
糖
尿
病

が
10
歳
か
ら
増
え
て
く
る
と
か
の
報

告
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
原
因
は
、
動
物
性
脂
肪
や
糖
質

の
摂
取
量
が
多
く
な
って
い
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
の
乱
れ
も
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
子

ど
も
が
増
え
た
結
果
、
早
起
き
で
き
な

く
な
り
、
週
に
2
、3
日
以
上
、
朝
食
を

摂
ら
な
い
子
ど
も
が
約
20
％
に
増
え
て

い
ま
す
。
3
食
き
ち
ん
と
摂
ら
な
い
こ

と
で
、
食
べ
た
と
き
に
急
激
に
血
糖
が

上
昇
し
、
体
重
の
増
加
につ
な
が
る
こ
と

も
分
か
って
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ

や
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電
話
に
費
や
す
時
間

が
増
え
、外
遊
び
が
減
って
い
る
こ
と
も
、

肥
満
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

大
分
市
や
別
府
市
で
は
、
学
校
健
診

の
ひ
と
つ
と
し
て
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
が
あ
り
、
身
体
計
測
だ
け
で
な
く
、

採
血
に
よ
って
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
を
測
定
し
、
そ
の
後
の
生
活
指
導

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
が
、
竹
田
市
で
は
、

そ
の
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
頃
に
乱
れ
た
生
活
習
慣

を
大
人
に
な
っ
て
か
ら
是
正
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
早
い
う
ち
か
ら
規
則

正
し
い
生
活
に
慣
れ
さ
せ
、
ま
た
、
定

期
的
に
は
肥
満
度
を
確
認
し
て
、
将

来
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小
児

科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第18 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

１／１㈮ 長湯ごとう歯科〔直入〕 75-3001
１／２㈯ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 62-2400
１／３㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 68-3263
１／10㈰ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 76-0008
１／11㈪ 長湯ごとう歯科〔直入〕 75-3001
１／17㈰ 竹下歯科医院〔竹田〕 62-2662
１／24㈰ 歯科筑紫医院〔久住〕 76-0024
１／31㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 64-1118

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

１／１㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１／２㈯ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１／３㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

１／９㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

１／10㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
１／11㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

１／16㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

１／17㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

１／23㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

１／24㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

１／30㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

１／31㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２／６㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２／７㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

休日当番院情報
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

佐
伯
次
人

森
　

哲
秀

  

市
長
部
局

■
共
通
事
項

　

財
政
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ

い
て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査

当
日
は
証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係

書
類
等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に

つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
摘
し
た
。

■
農
政
課

　

認
定
農
業
者
や
地
域
の
担
い
手

な
ど
の
育
成
強
化
と
各
組
織
の
活

性
を
図
る
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
販
路
拡
大
・
開
拓
に
更

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

し
い
た
け
生
産
量
の
維
持
・
拡

大
に
向
け
て
、関
係
機
関
、団
体（
個

人
）
と
引
き
続
き
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
畜
産
振
興
室

　

肉
用
牛
生
産
者
、
行
政
、
農
業

者
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
肉
用
牛

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
９
月
か
ら
10
月

ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
及
び
財
政
支
援
団
体
等

の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
振
興
と
生
産
基
盤
の
確
立
を
図

っ
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
後
継
者

と
組
織
（
Ｃか

う
Ｏ
Ｗ
飼か

う
か
い会

）
の
育
成

強
化
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
す
る
。

　

久
住
高
原
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立

に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
引
き
続

き
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

■
農
林
整
備
課

　

大
野
川
上
流
開
発
事
業
関
連
の

国
営
事
業
（
大
蘇
ダ
ム
）
の
計
画

変
更
や
県
営
事
業
の
同
意
取
得
に

万
全
を
期
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

地
籍
調
査
の
事
業
拡
大
を
引
き

続
き
国
及
び
県
に
強
く
要
望
し
て
、

早
期
の
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
建
設
課

　

各
係
の
事
業
計
画
の
確
実
な
達

成
と
懸
案
事
項
の
解
決
に
向
け
て

一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
林

商
工
業
や
観
光
、
通
学
路
等
の
安

全
確
保
と
維
持
向
上
に
引
き
続
き

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

　

竹
田
市
の
平
成
26
年
度
の
自
主

財
源
比
率
は
23
パ
ー
セ
ン
ト
で
国

や
県
へ
の
依
存
度
が
高
い
。
一
層

効
果
的
な
予
算
編
成
と
執
行
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

市
税
等
の
滞
納
額
の
現
状
に
対

し
、
竹
田
市
債
権
管
理
条
例
に
基

づ
く
適
正
な
処
理
を
関
係
課
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

■
市
民
課

　

窓
口
対
応
の
向
上
に
引
き
続
き

努
め
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
周
知
と
カ
ー
ド
の
発
行

や
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
十

分
留
意
し
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　

保
育
方
針
の
「
豊
か
な
人
間
性

を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
」

に
向
か
っ
て
保
育
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

　

事
故
防
止
と
感
染
症
対
策
に
引

き
続
き
留
意
し
て
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
会
計
課

　

基
金
、
出
資
金
の
管
理
に
関
し

て
は
、
適
正
な
運
用
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
証
書
等
の
管
理
は
厳
重

に
お
こ
な
う
よ
う
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
給
食
共
同
調
理
場

　

給
食
の
安
心
・
安
全
へ
の
一
層

の
取
り
組
み
と
、
地
産
地
消
を
念

頭
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
魅

力
あ
る
給
食
を
引
き
続
き
提
供
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
給
食
費
の
未
納
者
対
策

と
給
食
費
の
統
一
に
向
け
て
一
層

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

  

財
政
支
援
団
体
等

■
各
団
体
共
通

　

財
政
援
助
等
に
係
る
出
納
及
び

そ
の
他
出
納
に
関
連
す
る
事
務
に

つ
い
て
、
関
係
書
類
を
監
査
し
た

結
果
、
補
助
金
等
は
目
的
ど
お
り

執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

　

事
務
処
理
上
留
意
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
、
改
善
す
る
よ
う
指
摘

し
た
。

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

竹
田
市
固
有
の
資
源
を
生
か
し

た
観
光
・
交
流
事
業
の
健
全
な
発

展
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
経
済
に
波
及
効
果

が
実
現
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
竹
田
商
工
会
議
所

　

竹
田
市
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
向
け
て
、
商
工
業
者
・
ま
ち
づ

く
り
た
け
た
株
式
会
社
等
の
機
関

と
連
携
し
て
真
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

竹
田
市
の
高
齢
化
率
43
％
に
加

え
介
護
保
険
制
度
等
の
改
正
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
期
待
す
る
役

割
は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
で
総
合
的
に
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
等
の
計
画
の
実
行
に
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
荻
町
ま
ち
お
こ
し
有
限
会
社

　

荻
の
里
温
泉
は
、
開
館
し
て
16

年
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
荻
町
唯

一
の
温
泉
施
設
で
、
市
内
外
か
ら

年
間
約
10
万
人
を
超
え
る
来
館
者

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
誘
客
と
健

全
な
管
理
運
営
に
従
業
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
要

望
す
る
。

監査公表
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
よ

り
、
世
界
中
の
人
や
モ
ノ
、
お
金
や

企
業
が
つ
な
が
り
、
社
会
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
滞
在

居
住
す
る
外
国
人
が
増
え
る
と
と
も

に
、
海
外
に
も
多
く
の
日
本
人
が
仕

事
や
研
修
・
旅
行
等
で
出
か
け
て
い

ま
す
。
今
後
も
増
え
続
け
る
と
考
え

ら
れ
、
国
際
化
そ
し
て
、
多
文
化
の

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
言
語
、
宗
教
、

習
慣
等
の
違
い
か
ら
、
外
国
人
を
め
ぐ

っ
て
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
事

例
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
リ
ー

グ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
準
決

勝
の
試
合
後
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
人
種
差
別
的
書
き
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
種
差
別
的
発
言
を
受
け
た
パ
ト
リ

ッ
ク
選
手
は
「
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み

は
ど
ん
な
人
で
も
傷
つ
き
ま
す
。
私
は

黒
人
で
あ
る
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。
息
子
も
黒
人
で
す
し
、

と
て
も
幸
せ
で
す
」
さ
ら
に
、
人
種
差

別
を
受
け
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
よ
う

で
、「
ま
さ
か
こ
の
国
で
こ
う
い
う
目

に
遭
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
は
大
好
き
で
す
し
、
私
の
中
で
は
マ

ナ
ー
や
文
化
が
一
番
良
い
国
と
思
っ
て

い
ま
す
」「
こ
の
よ
う
な
事
は
人
間
と

し
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
自
身
の
見
解
と
し
て
表
明
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
排
斥
な
ど
差
別
発
言

を
街
頭
で
叫
ぶ
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特

定
の
民
族
や
人
種
へ
の
憎
悪
を
あ
お
る

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
「
外
国
人
に
対
す

る
人
権
侵
害
」
そ
の
も
の
で
す
。
知
識

の
な
い
人
や
子
ど
も
達
が
こ
の
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
」
を
聞
い
た
ら
、
信
じ
て

し
ま
っ
た
り
、
こ
ん
な
差
別
的
発
言
を

し
た
り
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
事
を

学
習
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

べ
き
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
差
別
発
言
を
規
制
す
る

法
律
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、今
こ
そ
、

日
本
人
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
が
問

わ
れ
て
い
る
と
捉
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
３
４
０
）

自
分
ら
し
さ
が
輝
く「
田
舎
暮
ら
し
」を

始
め
た
理
由

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
金き
ん
ど
う
こ
う
じ

藤
幸
治
さ
ん
に
聞
く

　

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

　

今
年
の
４
月
に
着
任
し
た
、
兵
庫

県
出
身
の
金
藤
幸
治
さ
ん
（
44
歳
）。

20
年
以
上
、
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働

い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
に
追

わ
れ
る
日
々
に
疑
問
を
感
じ
、
今
後

の
人
生
を
考
え
る
中
で
「
田
舎
で
生

活
し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
田
舎
暮
ら
し
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
検
索

を
し
て
い
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
制
度
を
見
つ

け
、
応
募
を
決
意
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
田
舎
に
移
住
し
て
、
す
ぐ
に
仕
事

を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
制
度
は
私

に
と
っ
て
魅
力
的
で
し
た
」

　

全
国
各
地
で
協
力
隊
の
募
集
が
行

わ
れ
て
い
る
中
で
、
竹
田
を
選
ん
だ

理
由
は
「
協
力
隊
を
受
け
入
れ
て
い

る
人
数
が
多
か
っ
た
か
ら
」
の
よ
う
で

す
。

　
「
他
の
地
域
は
少
人
数
し
か
受
け
入

れ
て
い
な
い
中
で
、
竹
田
は
昨
年
度

18
人
も
受
け
入
れ
て
い
ま
し

た
。
協
力
隊
に
な
る
こ
と
に
不

安
は
あ
っ
た
の
で
、
仲
間
が
多

く
い
る
と
い
う
の
は
、
私
に
と

っ
て
任
地
を
選
ぶ
上
で
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

　

現
在
の
仕
事
は
、
畜
産
ヘ
ル

パ
ー
。畜
産
農
家
の
家
へ
行
き
、

餌
や
り
や
牛
舎
の
掃
除
等
、
牛

の
お
世
話
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
全
く
経
験
の
な
い
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
こ
と
を
学

べ
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
は
と
て
も
面

白
い
そ
う
で
す
。「
こ
の
先
ど
う
な
る

か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
で
す
が
、
現

時
点
で
は
協
力
隊
の
任
期
が
終
了
し

た
後
も
、
可
能
で
あ
れ
ば
畜
産
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
将
来
に
関
し
て

も
前
向
き
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

趣
味
は
マ
ラ
ソ
ン
。
10
年
ほ
ど
続

け
て
お
り
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
や
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
と
い
っ
た
全
国
各
地
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
も
出
場
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、「
竹
田
は
速
い
人
が
た

く
さ
ん
い
る
か
ら
、
あ
ま
り
言
い
た
く

は
な
い
で
す
が
（
笑
）」
と
、
竹
田
の

陸
上
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
謙
遜
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

地域おこし協力隊通信　④

↑「緩やかに流れる時間が魅力」と語る金藤さん

大分市出身。25 歳。京都の大学を卒
業後、昨年度から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。毎月発行される「たけた協
力隊新聞」編集長としても活躍中。
今年６月に市内に竹田を拠点に活動
している作家たちの作品を商品とし
て取り扱う土産店「michi」を向町に
オープン。

〔取材・文〕

宮﨑　透
 Toru Miyazaki

「
男
女
共
同
参
画
推
進

大
会
」
で
上
野
千
鶴
子

さ
ん
が
講
演

　　

11
月
29
日
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
り
「
男
女
共
同
参
画
」
に

理
解
を
深
め
て
い
こ
う
と
、 「
平
成

27
年
度
竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推

進
大
会
」 

が
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
社
会
学
者
で
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長

の
上
野
千
鶴
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
こ
れ
が
私
の
生
き
る
道 

～

一
歩
を
踏
み
出
す
あ
な
た
へ
の
エ

ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
女
性
労
働
問
題
」
や
「
介
護
問

題
」
な
ど
を
全
国
の
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
身
近
な
課
題
と
し
て
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
に
て
、
映
画
「
何

を
怖
れ
る
～
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生

き
た
女
た
ち
～
」（
講
師
の
上
野
さ

ん
も
出
演
）
の
上
映
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

問
わ
れ
て
い
る
、外
国
人
に
対
す
る
人
権
意
識

人権シリーズ　No.9

↑講演する上野千鶴子さん
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

雄
大
な
大
船
山
の
す
そ
野
に
芝
生
の

校
庭
が
広
が
る
公
園
の
よ
う
な
学
校
が

都
野
小
学
校
で
す
。
校
庭
に
は
、
モ
ミ
の

木
と
ア
オ
ギ
リ（
通
称
二
本
木
）が
立
ち
、

こ
の
木
陰
で
子
ど
も
た
ち
は
、
お
に
ご
っ

こ
を
し
た
り
絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
全
校
児
童
数
44
名
の
都
野
小
は
、
い

つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
挨
拶
が
響
き
わ
た

って
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
旧
有
氏
村
、
栢
木
村
、
仏

原
村
の
合
併
に
よ
り
明
治
22
年
に
現
在

の
地
に
開
校
し
ま
し
た
。「
大
船
山
は
お

父
さ
ん
…
」
で
歌
い
出
す
校
歌
は
、
童
話

作
家
、
後
藤
楢
根
が
作
詞
し
（
作
曲
・

高
木
東
六
）
以
後
多
く
の
都
野
の
子
ど

も
た
ち
に
歌
い
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

小
中
合
同
運
動
会
は
、
今
年
で
39
回

を
数
え
ま
す
。
保
育
園
児
や
お
年
寄
り

も
加
わ
り
、
ま
さ
に
地
域
を
あ
げ
て
の
運

動
会
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
生
が

一
堂
に
会
し
て
の
「
大
船
っ
子
集
会
」
等

も
あ
り
、
小
学
生
は
中
学
生
を
見
習
い

な
が
ら
い
ち
早
く
自
立
し
、
逞
し
く
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
毎
年
黒
岳
と
大
船
山
の

登
山
（
交
互
）
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
自
力
登
校
や
朝
マ
ラ
ソ
ン
で

足
腰
を
鍛
え
、
保
護
者
協
力
の
も
と
続

け
ら
れ
て
き
た
こ
の
登
山
で
は
、
体
力
や

気
力
だ
け
で
な
く
郷
土
に
対
す
る
愛
着

や
誇
り
、
仲
間
に
対
す
る
思
い
や
り
の
気

持
ち
も
養
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
８
月
に
は
、
福
寿
会
（
老

人
会
）
の
方
々
に
、
昔
の
学
校
や
都
野
の

話
を
聞
い
た
り
、
昔
の
遊
び
を
教
わ
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、
地
域
に

住
む
一員
と
し
て
地
域
の
清
掃
活
動
（
宮

処
野
神
社
や
戦
没
者
墓
地
公
園
等
）
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
ヴ

ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
く
じ
ゅ
う
へ
の
訪
問
、

三
重
総
合
高
校
久
住
校
で
の
農
業
実
習

体
験
等
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
年
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域

に
出
か
け
地
域
の
方
と
触
れ
合
い
な
が
ら

学
習
（
郷
土
学
）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

先
日
も
３
年
生
が
、
近
く
の
温
泉
施
設

に
出
か
け
、
県
内
外
か
ら
の
来
客
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
館
長
さ
ん
か
ら
の
聞
き

取
り
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
５
年
生
は
、

大
久
保
病
院
や
パ
ル
ク
ラ
ブ
他
に
職
場

見
学
・
体
験
に
行
って
き
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
を
お
招

き
し
、
各
学
年
が
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
「
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
」（
12

月
）
も
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
郷
土
に
誇
り
を
も

ち
郷
土
を
愛
す
る
都
野
の
子
ど
も
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
三
代　

法
生
）

雄
大
な
大
船
山
と
地
域
に
見
守
ら
れ
て

今
月
の
学
び
舎　

都
野
小
学
校

↑大船山のふもとにある都野小

↑小中合同運動会

↑大船っ子、大船山登頂に成功

（
ま
る
ご
と
博
物
館 

第
117
回
／
平
成
27

年
７
月
号
掲
載
の
続
き
）

６　
岩
戸
橋
の
重
要
性

　

岩
戸
橋
は
、
江
戸
時
代
、
柏

原
か
ら
城
下
の
竹
田
町
へ
通
じ
、

柏
原
組
の
文
化
や
経
済
の
浮
揚

に
貢
献
し
た
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
道
は
、「
南
郷
道

路
」
と
呼
ば
れ
、
岡
城
か
ら
阿

蘇
南
郷
谷
（
髙
森
・
白
水
・
久

木
野
）
を
通
っ
て
熊
本
城
へ
通

ず
る
重
要
な
道
で
、
そ
の
意
味

で
も
、
岩
戸
橋
は
岡
・
肥
後
両

藩
の
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
長
崎
で
発
達
し
た
ア

ー
チ
式
の
石
橋
の
技
術
が
、
肥

後
を
通
っ
て
豊
後
へ
受
け
入
れ

ら
れ
る
過
程
で
、
い
ち
早
く
架

橋
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大

分
県
の
石
橋
文
化
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
と
言
え
ま

し
ょ
う
。
因
に
、
岩
戸
橋
は
大

分
県
で
は
２
番
目
に
古
く
、
そ

の
後
、
明
治
・
大
正
に
か
け
て

１
２
０
も
の
石
橋
が
架
け
ら
れ
、

交
通
の
発
達
に
貢
献
し
ま
し
た

が
、
岩
戸
橋
は
そ
の
先
駆
に
な

っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
岩
戸
橋
が
、
最
初
に
大

分
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
の
は
、
架
橋
当
時
の
設
計
書

や
、
架
橋
申
請
書
、
嘆
願
書
、

寄
付
趣
意
書
な
ど
の
多
く
の
文

書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、

当
時
の
架
橋
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
、
苦
労
、
ひ
い
て
は
人
々

の
暮
ら
し
の
模
様
ま
で
も
分
か

り
、
石
橋
に
息
吹
を
吹
き
込
ん

だ
か
ら
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
橋
は
、
昭
和
41
年
に
今

の
新
岩
戸
橋
が
開
通
す
る
ま
で
、

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
車

両
を
は
じ
め
、
人
々
の
交
流
や

物
資
の
移
送
な
ど
に
大
き
な
貢

献
を
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
度
、

更
に
新
し
い
橋
が
か
か
り
ま
す

が
、
こ
の
古
い
石
橋
の
辺
り
は

公
園
化
し
、
感
謝
の
心
を
込
め

て
大
事
に
保
存
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

（
工
藤　

重
光
）

123

↑地域の一員として清掃活動

岩戸橋架橋から165年
大分県で初めて重要文化財に指定された「石橋」の価値を探る  ③

↑大分県指定有形文化財「岩戸橋」
河川：大野川水系岩戸川
形式：石造単アーチ橋
橋長：28.2m ／橋高：18m
径間（アーチ幅）：17.4m
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・人魚の眠る家（幻冬舎） 東野　圭吾
・冬の光（文藝春秋） 篠田　節子
・モンローが死んだ日（毎日新聞出版） 小池真理子
・真田幸村　小説集（作品社） 末國善己編
・真田幸村と真田丸　大坂の陣の虚像と実像（河出書房新社） 
 渡邊　大門

・不動の魂　桜の 15 番ラグビーと歩む（実業之日本社）
 五郎丸　歩

・僕の姉ちゃん　続（マガジンハウス） 益田　ミリ
・ぼくは明日、昨日のきみとデートする（宝島社） 七月　隆文
・ウィルス・細菌・カビ　微生物の働きや影響がわかる！
　　　　　　　　　　　　　 （日東書院本社） 畠山　昌則

・おかたづけ育、はじめました。OURHOME（大和書房） Emi
・羊毛フェルトで作るポーチ＆がまぐち初めてでも作れる！（ブティック社）

【子どもの本】
・赤毛のアン　ポプラ世界名作童話１（ポプラ社） L、M モンゴメリ
・おとうふやさん（福音館書店） 飯野　まき
・くすのきだんちはゆきのなか（ひかりのくに） 武鹿　悦子
・すすめゆきのきゅうじょたい（金の星社） 竹下　文子
・音楽室の日曜日　歌え！オルガンちゃん（講談社） 村上しいこ
・ソフィーのやさいばたけ（BL 出版） ゲルダ・ミューラー
・あつめた・そだてたぼくのマメ図鑑（岩崎書店） 盛口　　満
他　70 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「評伝・河野裕子 たつぷり
　　　   と真水を抱きて」

永田　淳　白水社

　河野裕子は平成の与謝野晶子とも譬えられ、恋や
家族を高らかに歌い上げた歌人。歌集「歳月」「母系」

「歩く」「蝉声」のほか、エッセイ「たったこれだけ
の家族」「どこでもないところで」などの本も出さ
れています。
　没後さらに存在感高まる歌人の生涯をその息子で
あり歌人でもある永田淳が母の根源的資質は何だっ
たのかを「家族」「作品」から描く素晴らしい一冊
です。

「みんなでつくる1本の辞書」
飯田朝子　文　福音館書店

　「台」「本」「匹」にあたることば
を「数を助ける詞」という意味で助数詞と呼び、
日本語には約 500 種類の助数詞があるそうです。
そのなかで特に助数詞「本」について「１本」
と数える様々なモノ・コトを集めた本。大根１本、
電車１本、柔道の勝負１本…。日本語を話す人が

「1 本」と数える時に描くイメージや、そうした数
え方の歴史を紹介しています。月刊「たくさんの
ふしぎ」から生まれた一冊です。

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月1
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　1月13日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　1月14日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園） 　
　1月21日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）

日 月 火 水 木 金 土
1
おく

な

2
おく

な
3
おく

な

4
お

5 6 7 8 9
おく

な
10

く
な

11
お

12 13 14 15 16
おく

な
17

く
な

18
お

19 20 21 22 23
おく

な
24

く
な

25
お

26 27 28 29 30
おく

な
31

く
な

今月の休館日

今年もどうぞよろしくお願いいたします。

お知らせ 1 月から新図書館建設に向けて図書の整理などの
　　　　　　 準備のため、毎月第 4 金曜日が休館となります。
　　　　　　 ご迷惑をおかけしますがご協力をよろしくお願い
　　　　　　  致します。
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課
題
は
そ
の
ま
ま
夢
で
も
あ
る
。
い
く
つ
か
の
夢
を
語
っ
て

み
よ
う
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
。

　

ま
ず
、
農
業
高
校
と
し
て
久
住
校
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
、

で
あ
る
。
そ
の
前
に
存
続
だ
と
い
う
声
が
聞
こ
え
な
い
わ
け
で

も
な
い
が
、
長
野
県
の
友
人
か
ら
長
野
県
立
白
馬
高
校
の
挑
戦

を
聞
い
て
奮
い
立
っ
た
。
長
野
県
は
こ
の
高
校
に
国
際
観
光
科

を
新
設
し
た
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
と
い
う

の
だ
。

　

私
た
ち
は
『
久
住
校
を
育
て
る
市
民
の
会
』
を
結
成
し
て
、

大
分
県
教
委
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
な
発
想
で
の
挑
戦
を
提
案

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
ま
久
住
校
で
注
目
さ
れ

て
い
る
牛
部
や
ベ
ー
コ
ン
な
ど
の
加
工
部
を
国
際
観
光
科
の
よ

う
な
先
導
的
、
個
性
的
な
学
科
と
し
て
新
設
し
、
全
国
公
募
で

生
徒
を
集
め
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
久
住
校
に
は
、
す
で
に

竹
田
市
が
寮
を
提
供
し
、
寮
の
給
食
の
人
件
費
も
補
助
し
て
き

た
実
績
が
あ
る
。
旧
久
住
町
時
代
か
ら
続
け
て
き
た
地
域
の
情

熱
あ
る
実
績
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
訴
え
た
い
の
で
あ
る
。
あ

と
は
、
県
教
委
が
勇
気
あ
る
挑
戦
が
で
き
る
か
、
で
あ
る
。
こ

の
夢
が
叶
っ
た
ら
、
地
域
は
ど
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
か
。

　

ち
な
み
に
、
昨
年
の
久
住
校
の
学
園
祭
で
は
、
ベ
ー
コ
ン
や

ハ
ム
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
し
、
や
は
り
シ
ク
ラ
メ
ン
に

は
長
い
行
列
が
で
き
て
い
た
。
だ
れ
か
が
言
っ
た
。「
こ
の
シ
ク

ラ
メ
ン
は
日
本
一
だ
よ
。
市
長
、
是
非
こ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
を
歌

手
の
布
施
明
さ
ん
と
小
椋
桂
さ
ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
よ
」。
う

う
む
。
ま
た
や
り
が
い
の
あ
る
夢
が
授
け
ら
れ
た
。

　

次
は
、
世
界
に
通
じ
る
田
能
村
竹
田
の
生
誕
地
と
し
て
の
挑

戦
だ
。
石
川
県
が
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
と
も
に
、
県
立
の
分

館
（
ア
ネ
ッ
ク
ス
）
と
し
て
建
設
し
た
長
谷
川
等
伯
美
術
館
を

建
設
し
た
が
、
そ
の
場
所
は
等
伯
の
生
誕
地
で
あ
る
石
川
県
の

七
尾
市
で
あ
っ
た
。
石
川
県
流
で
い
け
ば
、
大
分
県
が
新
設
し

た
県
立
美
術
館
、
О
Ｐ
Ａ
М
（
オ
ー
パ
ム
）
の
分
館
と
し
て
、

等
伯
に
遜
色
の
な
い
田
能
村
竹
田
の
生
誕
地
に
分
館
を
建
設
す

る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

　

こ
の
構
想
が
浮
上
し
て
き
た
の
に
は
、
歴
史
資
料
館
が
老
朽

化
著
し
い
こ
と
。
中
川
古
文
書
を
含
め
た
保
管
庫
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
水
琴
館
も
老

朽
化
し
、
加
え
て
岡
城
の
城
下
町
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
と
と
も
に
多
機
能
な
施

設
整
備
が
視
野
に
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
国
の
支
援
が
受

け
ら
れ
る
う
ち
に
、
ど
う
せ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
、

実
現
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
ま
た
、

夢
が
生
ま
れ
た
。

　

大
き
な
夢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光

る
夢
も
あ
る
。
市
井
の
声
を
拾
っ
て
み
た
。

　

去
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
。
そ

れ
が
案か

か

し
山
子
コ
ン
ク
ー
ル
を
や
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
う
言
え
ば
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
入

田
を
は
じ
め
、
荻
や
久
住
で
も
た
く
さ
ん
の
傑
作
が
次
々
に
出

現
し
て
い
る
。
過
疎
の
村
で
あ
っ
て
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子

の
集
団
に
迎
え
ら
れ
る
と
、
心
温
ま
る
。
素
晴
ら
し
い
農
村
風

景
が
よ
み
が
え
る
よ
う
で
楽
し
い
。
い
い
夢
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昨
年
は
戦
後
70
年
目
を
迎
え
、
ま
た
『
古
田
織
部
没

四
百
年
記
念
事
業
』
を
行
っ
た
り
、『
第
三
代
城
主
久
清
公
の
生

誕
四
百
年
』
を
記
念
し
て
、
日
本
で
一
番
高
い
所
に
あ
る
廟
（
お

墓
）
の
修
復
事
業
に
着
手
し
た
り
、
ま
さ
に
歴
史
に
貴
重
な
句

読
点
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
は
、
と
て
も
重
要
な
事
業
が
あ
る
。
文
化
会
館
や
図
書
館

に
関
連
す
る
事
業
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
竹
田
市
の
最
大
の
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
岡
城
の
整
備
と
知
名
度
ア
ッ
プ
作
戦
だ
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
二
の
丸
と
三
の
丸
の
公
有
化
が
実
現
し

た
。
そ
こ
に
便
益
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、

秋
に
は
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
が
竹
田
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
全
国
的
に
見
て
も
、
最
高
レ
ベ
ル
の
規
模
を
誇
る

岡
城
で
あ
る
。
こ
の
城
跡
が
天
才
作
曲
家
で
あ
る
瀧
廉
太
郎
ゆ

か
り
の
地
で
あ
り
、
名
曲
『
荒
城
の
月
』
を
生
み
出
し
た
と
い

う
こ
と
も
全
国
に
知
ら
し
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
と
案
山
子
コ
ン
ク
ー
ル

竹
田
市
で
し
か
見
れ
な
い
夢
が
あ
る
。

←「市長とふるさとを考え
る」と題して市内の学校を
訪問し、子どもたちに夢を
語る首藤市長（12 月 3 日・
都野中学校）

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

日
中
の
作
家
が「
美
」の
競
演

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
竹
田
国
際
水
墨
画
展
」開
催

　

竹
田
市
出
身
の
南
画
家
、
田
能

村
竹
田
没
後
１
８
０
周
年
を
記
念

し
て
、
自
然
と
歴
史
、
現
代
的
視

野
と
文
化
を
融
合
さ
せ
た
新
し
い

水
墨
画
の
誕
生
を
願
っ
て
募
集
さ

れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
竹
田
国
際
墨

彩
画
展
」
の
表
彰
式
が
12
月
６
日
、

碧
雲
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
は
、
日
本
と
中
国
の

両
国
の
作
家
た
ち
か
ら
募
集
さ
れ

た
50
点
。
中
国
・
武
漢
市
出
身
、

張
一
舟
さ
ん
の
画
題
「
空
山
双
鳩
」

が
竹
田
市
長
賞
に
輝
き
、
ほ
か
25

点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
市
内
の
碧
雲
寺
、

旧
竹
田
荘
、
水
琴
館
の
３
会
場
で

12
月
20
日
ま
で
、「
竹
田
」
の
自
然

を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

↑竹田市長賞を受賞した張一舟さん（表彰式会場・碧雲寺）

市長コラム
〈第77回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。
人との出会いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が働くからで
あるという意味。
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【
佐
藤
義
美
賞
】

青
春
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

４
人
で
手
を
つ
な
い
で
空
を
見
上
げ
た
あ
の
日

楽
し
く
て　

う
れ
し
く
て　

幸
せ
す
ぎ
て

あ
の
手
の
平
の
感
触
と
か

あ
の
太
陽
の
ま
ぶ
し
さ
と
か

今
だ
っ
て
思
い
出
す

急
降
下
す
る
私
た
ち
の
体

急
上
昇
す
る
私
た
ち
の
温
度

ど
う
か
止
ま
ら
な
い
で　

ず
っ
と
走
っ
て
て
よ

青
い
春
の
中
ま
っ
す
ぐ
向
か
っ
て
い
っ
た

あ
の
日
の
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

４
人
で
手
を
つ
な
い
で
空
に
叫
ん
だ
あ
の
日

楽
し
く
て　

う
れ
し
く
て　

短
す
ぎ
て

あ
の
暖
か
い
風
と
か

あ
の
空
の
近
さ
と
か

今
だ
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い

急
降
下
す
る
私
た
ち
の
時
間

急
上
昇
す
る
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ど
う
か
止
ま
ら
な
い
で　

ず
っ
と
動
い
て
て
よ

青
い
春
の
中
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
い
っ
た

あ
の
日
の
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

い
つ
か
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て

悲
し
い
思
い
や
辛
い
思
い
を
し
て
も

あ
の
日
の
思
い
出
が
消
え
な
い
よ
う
に

青
い
空
の
下
笑
い
合
っ
て

青
い
春
の
中
駆
け
抜
け
た

あ
の
日
の
思
い
出
が
色
あ
せ
な
い
よ
う
に

ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
て
離
さ
な
い

走
れ　

動
け　

駆
け
抜
け
ろ

進
め
私
の
青
い
春　

ま
だ
ま
だ
人
生
５
分
の
２

私
の
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

青
春
ジ
ェッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

　11 月 20 日、生命保険文化センター主催「第 53 回
中学生作文コンクール」表彰式が東京都で開催され、
緑ヶ丘中学校３年生の長谷千晴さん（14 歳）の作品

「思いやりの形」が全国４席（５名）にあたる「優秀賞」
を受賞しました。応募数は、全国998校から28,742編。
　受賞した作品は、祖母から聞いた亡き祖父の話。
千晴さんが生まれる１か月前に脳出血で祖父が亡くな
り、遺された祖母を支えたのは「思いやり」と言う名
の「生命保険」でした。
　作品の中で「会ったことのない遠い存在の祖父を
身近に感じられた」と綴られており、ご自身の成長を
描写した心温まる内容となっています。
　受賞の感想を「全国の優秀賞入賞にびっくりしまし
た。すぐにおじいちゃんのお墓に報告しました。きっ
と喜んでくれたと思う」と話す千晴さん。
　今後ますますのご活躍を期待しています。

　第 27 回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール表彰式が 12 月 16 日、
御客屋敷で行われ、緑ヶ丘中学校３年生の盛長安珠さんの作品「青春ジェ
ットコースター」が佐藤義美賞（最優秀賞）に輝きました。
　「修学旅行でＵＳＪに行って、友達４人とジェットコースターに乗った楽
しい思い出を詩にすることができました。受賞はとても嬉しいです！」と、
受賞を喜ぶ安珠さん。矢崎節夫審査委員長は「この作品は長いのに揺れな
いところが素晴らしい。とてもいい作品です」と、称賛の講評を述べました。
　主な結果は次のとおり。【小学生低学年の部】優秀賞・秋好晋之介（荻小２年 )「いのしし」
／【小学生高学年の部】優秀賞・佐藤侑姫（南部小５年）「雨」／【中学生の部】優秀賞・
後藤千夏（緑ヶ丘中１年）「先輩の背中」　※敬称略

↑全国４席の「優秀賞」に輝いた長谷千春さん

第 53 回中学生作文コンクール

長
な が た に

谷 千
ち

晴
は る

さんが全国「優秀賞」に!

第 27 回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール

盛
も り な が

長 安
あ ん じ ゅ

珠さんが『佐藤義美賞』受賞!

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

今　月　の　人
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郷土の植物 （321）

第130回
阿孫　久見

カワノリ（カワノリ科）

　

低
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
河

川
上
流
の
水す

い
ほ
う泡

の
で
き
る
清
流
の

転て
ん
せ
き石
や
岩い

わ
は
だ肌
に
胞ほ

う

子し

を
着ち

ゃ
く
せ
い生さ
せ

て
生
育
す
る
日
本
特
産
の
１
属ぞ

く
１

種し
ゅ
の
緑り

ょ
く
そ
う
る
い

藻
類
で
す
。
特と

く
ち
ょ
う徴は
水
中

か
ら
陸
上
に
上
が
る
こ
と
な
く
進

化
の
面
か
ら
原
始
的
な
生せ

い
た
い態
を
も

ち
、
地
球
生せ

い
め
い命
史し

の
生
き
証し

ょ
う
に
ん人と

い
わ
れ
る
希き

し
ょ
う
た
ん
す
い
り
ょ
く
そ
う

少
淡
水
緑
藻
で
す
。

　

明
る
い
濃の

う
り
ょ
く緑
の
成せ

い
よ
う
た
い

葉
体
は
非

常
に
薄う

す

い
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
状
で

１
層そ

う
の
細さ

い
ぼ
う胞
か
ら
な
り
、
形
状
は

大
き
く
分
け
て
３
タ
イ
プ
あ
っ
て

腎じ
ん
け
い形
・
分ぶ

ん
き
け
い

岐
形
（
二
又ま

た
・
三
叉
状
）・

広こ
う
ひ
し
ん
け
い

披
針
形
を
し
て
い
ま
す
。
長
さ

は
３
～
６
㌢
、
幅
は
１・５
～
３
㌢

ほ
ど
で
す
。

　

生
育
条
件
は
水
質
と
水
温
、

流り
ゅ
う
そ
く
速
と
水
泡
（
酸さ

ん

素そ

の
供

き
ょ
う
き
ゅ
う
給
）、

太
陽
光こ

う
り
ょ
う量（

光こ
う
ご
う
せ
い

合
成
）、
水
深
な
ど

一
定
の
環か

ん
き
ょ
う境を
満み

た
さ
な
い
と
育

た
な
い
植
物
で
す
。

　

和
名
は
川
の
ノ
リ
と
い
う
意
味

で
川カ

ワ

海ノ

リ苔
の
名
が
つ
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

竹
田
で
は
大
野
川
上じ

ょ
う
り
ゅ
う
い
き

流
域
に
当

た
る
荻
町
柏
原
の
陽ひ

な
た
め
け
い
こ
く

目
渓
谷
と
九

重
野
の
百も

も

木き

の
水
路
の
一
部
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
産さ

ん
ち
き
ょ
く
げ
ん

地
極
限
で
す
。

陽
目
の
カ
ワ
ノ
リ
は
大
分
県
指
定

の
天
然
記
念
物
で
す
。

平成28年2月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
問秘書広報係　☎63-1043

平成27年1月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

■

「
田
能
村
竹
田
」
の
世
界 

■

竹
田
市
出
身
の
南
画
家
、
田
能
村
竹
田
（
た
の
む
ら
ち
く
で
ん
）。
故
郷
の
先
哲
の

功
績
を
学
ぶ
た
め
、
市
内
に
在
る
「
作
品
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

↑ 

犬
江
喚
舟
図   
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）　　
市
内
個
人
蔵

　

山
水
を
描
こ
う
と
す
る
が
理
想
と
す
る
山
水
図
が
描
け
ず
に
自
ら
の
力
量
に
落
胆
し
て
い
る
現
状
が
左
上
の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ

　

ん
な
中
、「
聊
か
（
い
さ
さ
か
）」
描
か
れ
た
の
が
こ
の
山
水
図
で
、
詩
中
に
あ
る
「
竹
樹
叢
中
卓
酒
旗
」
の
景
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。


